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1柿
本
人
麻
呂
の
音
訓
仮
名
交
用
表
記
―
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
「
仮
名
」
―
八
木
京
子
一
　
は
じ
め
に
柿
本
人
麻
呂
の
文
字
遣
い
に
は
、
附
属
語
や
、
倭
語
に
対
応
す
る
適
し
た
漢
字
が
見
つ
か
ら
な
い
な
ど
の
特
別
な
場
合
を
除
け
ば
、
決
し
て
「
仮
名
書
き
」
を
多
く
す
る
も
の
で
は
な
い
。
い
ま
万
葉
集
に
残
さ
れ
る
歌
う
た
を
見
る
限
り
、
人
麻
呂
は
、
歌
集
・
作
歌
と
通
じ
て
、「
う
た
」
を
訓
字
で
表
記
す
る
こ
と
に
腐
心
し
た
姿
勢
が
見
て
取
れ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
早
く
よ
り
論
じ
ら
れ
て
い
る
通
り
で
あ
り
、
人
麻
呂
の
基
本
的
な
書
記
態
度
と
し
て
、
第
一
に
確
認
し
て
お
く
べ
き
こ
と
で
あ
ろ
う
1
。し
か
し
、
総
訓
字
に
よ
る
「
う
た
」
の
文
字
化
を
標
榜
し
た
と
思
わ
れ
る
人
麻
呂
の
文
字
遣
い
の
な
か
に
は
、
僅
か
な
が
ら
で
は
あ
る
が
、
特
別
な
理
由
が
窺
え
な
い
「
仮
名
書
き
」
の
「
こ
と
ば
」
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
も
、
事
実
で
あ
る
。
「
宿
加
奈
之
弥
」（「
宿
り
悲
し
み
」
⑨
一
六
九
〇
）
「
年
可
太
奴
」（「
寝
難
ぬ
」
⑩
二
〇
一
二
）
「
久
漏
牛
方
」（「
黒
牛
潟
」
⑨
一
七
九
八
）
そ
し
て
さ
ら
に
、
整
え
ら
れ
た
用
字
体
系
を
持
つ
文
字
テ
キ
ス
ト
で
は
、
使
用
の
避
け
ら
れ
る
「
音
仮
名
」
と
「
訓
仮
名
」
の
混
用
も
、
人
麻
呂
の
例
に
は
、
少
な
か
ら
ず
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
（「
宇
多
手
」
⑪
二
四
六
四
、「
三
毛
侶
之
」
⑦
一
〇
九
三
、
「
世
子
」
⑩
二
〇
一
五
、「
由
眼
」
⑪
二
五
一
一
）。
こ
の
こ
と
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
に
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
既
に
、
論
者
は
、
音
訓
仮
名
の
交
用
と
仮
名
書
き
の
共
起
性
に
つ
い
て
述
べ
た
こ
と
が
あ
る
2
。
前
稿
で
指
摘
し
た
こ
と
は
、
音
訓
仮
名
を
交
用
す
る
仮
名
書
き
は
、
実
用
的
な
場
に
多
く
見
ら
れ
、
木
簡
・
木
片
・
土
器
な
ど
、
一
般
に
流
通
し
や
す
い
素
材
に
多
く
書
か
れ
る
と
い
う
実
態
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
荷
札
木
簡
の
物
産
名
や
産
地
名
、
地
方
戸
籍
の
人
名
な
ど
（
美
濃
国
戸
籍
・
九
州
国
戸
籍
）、
音
訓
仮
名
の
混
用
が
、「
日
常
的
」
な
書
記
資
料
に
多
く
見
ら
れ
る
こ
と
を
導
い
た
も
の
で
あ
る
3
。
こ
の
よ
う
な
実
用
に
お
け
る
書
記
資
料
に
は
、
同
時
的
に
清
濁
・
甲
乙
音
の
混
乱
や
、
古
韓
音
を
用
い
る
な
ど
の
諸
特
徴
が
見
ら
れ
る
が
、
万
葉
集
に
収
め
ら
れ
る
人
麻
呂
の
「
う
た
」
の
文
字
に
は
、
こ
れ
ら
の
混
乱
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
。
お
そ
ら
く
、
書
記
の
精
度
を
高
め
る
、
、
、
、
、
、
、
、
、
と
い
う
こ
と
に
あ
っ
て
、
清
濁
・
甲
乙
音
の
徹
底
と
い
う
こ
と
に
比
較
す
る
な
ら
ば
、「
音
訓
仮
名
」
の
交
用
は
、
お
よ
そ
緩
や
か
な
態
度
で
も
っ
て
、
万
葉
集
の
書
記
者
た
ち
に
受
け
止
め
ら
れ
て
い
た
と
想
像
さ
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
先
に
示
し
た
よ
う
な
人
麻
呂
の
「
仮
名
書
き
」
や
、「
音
訓
仮
名
の
交
用
」
は
、
自
身
の
用
い
る
文
字
遣
い
の
な
か
で
、
無
意
識
レ
ヴ
ェ
ル
の
そ
れ
と
し
て
現
出
し
た
も
の
で
あ
る
の
か
、
と
い
っ
た
考
察
が
以
下
に
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
一
方
で
注
意
し
た
い
の
は
、
人
麻
呂
の
仮
名
書
き
語
彙
に
数
多
く
見
ら
れ
る
、
「
有
意
」
の
仮
名
を
用
い
た
文
字
表
現
で
あ
る
（「
為
暮
」「
丹
穂
」「
為
便
」）
4
。
例
え
ば
、
安
騎
野
猟
歌
の
「
多
日
」「
夜
取
」
な
ど
の
文
字
は
、
音
仮
名
・
訓
仮
名
を
自
在
に
交
え
な
が
ら
、
そ
こ
に
新
た
な
「
意
味
」
を
敷
衍
さ
せ
る
高
度
な
「
文
字
表
現
」
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
例
に
至
っ
て
は
、
正
し
く
、「
う
た
」
の
た
め
の
特
別
な
文
字
技
法
と
し
て
そ
れ
を
捉
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
い
ま
指
摘
し
た
よ
う
な
有
意
の
仮
名
に
よ
る
文
字
表
現
は
、
歌
作
者
の
意
図
が
読
み
取
れ
る
と
い
う
点
に
お
い
て
、「
仮
名
書
き
」
の
「
一
般
性
」「
実
用
性
」
と
い
う
前
提
に
、
一
見
、
相
容
れ
な
い
現
象
の
よ
う
に
も
見
え
る
。
し
か
し
、「
仮
名
書
き
」
と
い
っ
た
も
の
の
地
平
は
、
実
は
次
の
よ
う
に
諒
解
さ
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
は
な
い
か
。
「
仮
名
」
を
用
い
た
高
度
な
技
術
に
よ
る
「
文
字
表
現
」
と
は
、「
訓
」
と
「
音
」
か
ら
な
る
「
仮
名
」
の
ひ
と
つ
ひ
と
つ
を
、「
自
由
に
」
使
い
こ
な
せ
る
、
、
、
、
、
、
と
い
う
文
字
環
境
を
地
盤
と
し
て
、
成
立
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
音
訓
の
仮
名
の
「
自
由
性
」
は
、
ひ
と
た
び
個
人
に
還
元
さ
れ
る
と
き
、「
仮
名
」
そ
の
も
の
の
運
用
面
を
越
え
た
「
有
意
の
仮
名
」
と
し
て
―
―
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
―
―
、「
再
生
」
し
得
る
と
い
う
可
能
性
を
胚
胎
し
て
い
た
。
本
稿
で
は
、上
代
文
字
資
料
の
音
訓
仮
名
の
混
用
を
ひ
と
と
お
り
確
認
し
な
が
ら
、
そ
こ
に
見
ら
れ
る
「
無
秩
序
」
な
在
り
よ
う
と
は
異
な
る
、
万
葉
集
の
「
う
た
の
文
字
」
と
し
て
の
音
仮
名
・
訓
仮
名
の
用
法
を
見
出
だ
す
こ
と
を
、
第
一
の
目
的
と
す
る
。
就
中
、
人
麻
呂
の
そ
れ
に
つ
い
て
例
を
取
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
そ
の
幾
つ
か
に
関
し
、
若
干
の
考
察
を
試
み
る
も
の
で
あ
る
。
二
　
和
歌
木
簡
資
料
に
み
る
音
訓
仮
名
の
交
用
表
記
音
訓
仮
名
を
交
用
す
る
こ
と
は
、『
古
事
記
』『
日
本
書
紀
』
に
は
殆
ど
例
が
な
く
、
『
古
事
記
』
に
現
わ
れ
る
数
少
な
い
例
は
、
す
べ
て
本
文
の
読
解
を
助
け
る
た
め
の
、
「
特
別
な
理
由
」
が
存
す
る
場
合
に
限
ら
れ
る
5
。
お
よ
そ
文
字
テ
キ
ス
ト
に
お
い
て
は
、『
万
葉
集
』
で
も
同
様
、
音
訓
を
交
用
す
る
場
合
は
、
書
記
の
上
で
の
「
読
み
や
す
さ
」
を
考
慮
し
た
と
思
わ
れ
る
例
が
多
い
。
す
な
わ
ち
、
橋
本
四
郎
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
6
、「
與
杼
六
友
（
①
三
一
）」「
多
藝
津
（
①
三
八
・
①
三
九
）」
な
ど
、「
こ
と
ば
」
の
活
用
語
尾
を
異
な
る
系
統
の
仮
名
で
書
き
分
け
る
例
や
、「
母
日
手
（
⑩
一
九
八
七
）」「
左
久
見
手
」（
②
二
一
〇
）
な
ど
、
活
用
語
尾
と
附
属
語
に
「
訓
仮
名
」
を
続
け
て
用
い
る
こ
と
で
、
視
覚
面
で
の
字
面
の
統
一
を
図
っ
た
例
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、「
読
み
や
す
さ
」
を
追
求
し
、
使
用
文
字
を
統
一
し
て
い
く
書
記
態
度
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
物
語
や
和
歌
を
「
編
纂
」
と
い
う
行
為
を
経
て
、
「
テ
キ
ス
ト
」
と
し
て
成
立
さ
せ
る
―
―
、
つ
ま
り
は
、「
残
さ
れ
る
」
テ
キ
ス
ト
た
ら
ん
こ
と
を
最
終
目
的
と
し
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
、
も
ち
ろ
ん
そ
こ
に
は
、
複
数
の
「
読
み
手
」
が
存
在
す
る
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
万
葉
集
の
「
う
た
」
は
、
大
勢
に
お
い
て
、「
歌
集
」
と
い
う
編
纂
テ
キ
ス
ト
に
適
応
し
い
、
十
分
に
整
理
さ
れ
た
文
字
で
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
な
か
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
夙
に
橋
本
氏
が
、
万
葉
集
の
音
訓
仮
名
の
交
用
例
に
関
し
、「
無
2
秩
序
な
」
混
用
が
、「
極
め
て
少
な
い
」
と
言
及
し
て
お
ら
れ
る
こ
と
に
顕
著
で
あ
る
7
。「
音
仮
名
を
主
体
と
す
る
一
字
一
音
式
の
表
記
に
は
、
す
で
に
眺
め
た
よ
う
に
訓
仮
名
が
用
い
ら
れ
に
く
か
っ
た
。
一
語
ま
た
は
一
文
節
の
表
記
に
関
し
て
も
、
ほ
ぼ
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
音
仮
名
と
共
同
し
て
語
の
表
記
に
与
っ
て
い
る
例
も
、
現
実
に
は
か
な
り
拾
え
る
が
、
か
り
に
文
節
を
単
位
と
し
て
見
た
場
合
、
す
べ
て
の
条
件
を
排
し
た
全
く
無
秩
序
な
混
用
は
、
、
、
、
、
、
、
、
、
（
中
略
）
極
め
て
少
な
い
、
、
、
、
、
、
（
傍
点
引
者
、
以
下
同
）」
し
か
し
、
前
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、「
歌
集
」
と
し
て
あ
る
『
万
葉
集
』
と
異
な
り
、
単
な
る
「
う
た
」
の
音
律
を
留
め
た
だ
け
の
和
歌
木
簡
資
料
に
は
、「
無
秩
序
」
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
音
訓
仮
名
の
交
用
が
か
な
り
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
使
用
さ
れ
る
文
字
も
、
統
一
性
の
な
い
未
整
理
な
ま
ま
の
も
の
が
多
い
。
そ
し
て
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
れ
ら
と
お
そ
ら
く
同
じ
地
平
に
あ
る
と
予
期
さ
れ
る
の
だ
が
―
―
、
万
葉
集
の
ほ
ん
の
若
干
例
に
も
、
こ
の
よ
う
な
未
整
理
な
文
字
用
法
が
ほ
の
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。
以
下
に
、
音
訓
仮
名
が
混
用
さ
れ
る
例
に
つ
い
て
、
和
歌
木
簡
資
料
か
ら
、
数
首
を
取
り
上
げ
た
い
8
。
①
石
神
遺
跡
（
第
十
五
次
調
査
）
出
土
木
簡
（
伴
出
木
簡
に
「
乙
丑
年
」
天
智
四
〔665
〕
年
の
紀
年
あ
り
）
「（
表
）
奈
尓
波
ツ
尓
佐
児
矢
己
乃
波
奈
□
□
〔
布
由
カ
〕
﹇
」
（『
木
簡
研
究
』
二
十
六
号2004
・11
）
②
藤
原
京
跡
左
京
七
条
一
坊
西
南
坪
木
簡
（
大
宝
初
年
頃
か
）
「
奈
尓
皮
ツ
尓
佐
久
矢
己
乃
皮
奈
泊
由
己
母
利
伊
真
皮
々
留
マ
止
佐
久
□
〔
矢
カ
﹇
﹈
□皮
□
□
奈
カ
〕
識
識
　
﹇
﹈大　
□
太
□夫
与
　
　
　
」
（『
木
簡
研
究
』
二
十
五
号2003
・11
）
③
平
城
宮
跡
木
簡
（
和
銅
六
〔713
〕
年
こ
ろ
か
）
「
□
〔
児
カ
〕
矢
己
乃
者
奈
夫
由
己
□
□
〔
利
〕
伊
真
者
々
留
部
止
」
「
□
〔
夫
〕
伊
己
冊
（
マ
ヽ
）
利
伊
真
役
　
（
注
６
）
マ
止
作
古
矢
己
乃
者
奈
」
（『
木
簡
研
究
』
二
十
三
号2001
・11
）
④
飛
鳥
池
遺
跡
出
土
木
簡
「（
表
）
止
求
止
佐
田
目
手
□
〔
和
カ
〕
□
」「（
裏
）
□
〔
羅
カ
〕
久
於
母
閉
皮
」
（「
飛
鳥
・
藤
原
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
訂
正
」『
飛
鳥
・
藤
原
宮
発
掘
調
査
出
土
木
簡
概
報
（
十
五
）』2002
・3
に
拠
る
）
⑤
平
城
宮
木
簡
「
津
久
余
々
美
宇
我
礼
□
」
（『
平
城
宮
木
簡
』（
一
）
七
九
号
）
⑥
平
城
宮
木
簡
「
田
延
之
比
等
等
々
流
刀
毛
意
夜
志
己
々
呂
曽
」
（『
平
城
宮
木
簡
』（
一
）
一
七
四
号
）
⑦
平
城
宮
木
簡
「（
表
）
□
以
津
波
里
津
々
」「（
裏
）
人
□
□
□
□
」
（『
平
城
宮
木
簡
』（
三
）
二
九
二
七
号
）
⑧
平
城
宮
木
簡
「
□
　
□
」「
□
〔
古
カ
〕
江
久
礼
者
」（『
平
城
宮
木
簡
』（
三
）
三
〇
九
七
号
）
⑨
平
城
宮
木
簡
「
尓
　
波
　
尓
麻
伎
母
知
而
□
□
」
「
□
□
波
□
加
□
□
□
」
（『
木
簡
研
究
』
一
〇
号1988
・11
）
こ
れ
ら
は
、
木
簡
に
見
ら
れ
る
和
歌
資
料
の
音
訓
交
用
例
を
、
幾
つ
か
掲
げ
た
も
の
で
あ
る
（
便
宜
上
、
一
音
節
の
訓
仮
名
に
は
傍
線
を
付
し
、
正
訓
字
〔
一
音
節
正
訓
字
を
含
む
〕
と
見
な
さ
れ
る
文
字
は
、
□
で
囲
っ
た
）。
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
3
春
玉
有
手
事
云
舂
春
日
養
①
〜
⑨
に
指
摘
し
た
一
音
節
の
訓
仮
名
は
、「
児
、
矢
、
者
、
真
、
部
（
マ
）、
田
、
目
、
手
、
津
、
江
」
で
あ
り
、
こ
れ
ら
十
例
の
訓
仮
名
は
、「
う
た
」
以
外
の
文
字
資
料
、
た
と
え
ば
文
書
木
簡
・
荷
札
木
簡
・
戸
籍
人
名
・
地
名
な
ど
に
も
、
比
較
的
多
く
用
い
ら
れ
る
、
一
般
に
流
通
し
て
い
た
訓
仮
名
字
母
と
言
え
る
。
以
上
の
訓
仮
名
は
、
万
葉
集
で
も
用
い
ら
れ
る
頻
度
が
高
く
9
、
和
歌
木
簡
資
料
と
同
じ
よ
う
に
、
特
別
な
理
由
な
く
不
用
意
に
交
え
ら
れ
た
例
が
万
葉
集
に
も
幾
つ
か
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
混
用
例
は
、
日
常
的
な
使
用
文
字
が
そ
の
ま
ま
和
歌
表
記
に
現
出
し
た
と
考
え
ら
れ
る
例
だ
が
、
次
節
に
そ
れ
ら
に
つ
い
て
、
若
干
の
考
察
を
加
え
た
い
。三
　
万
葉
集
「
仮
名
書
き
主
体
歌
巻
」
に
み
る
音
訓
仮
名
の
交
用
表
記
前
節
で
指
摘
し
た
和
歌
木
簡
資
料
の
訓
仮
名
字
母
（「
児
、
矢
、
者
、
真
、
部
（
マ
）、
田
、
目
、
手
、
津
、
江
」）
が
、
万
葉
集
の
仮
名
書
き
主
体
歌
巻
で
、
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る
の
か
、
次
に
幾
つ
か
の
例
を
示
し
て
お
く
。
⑩
　
布
流
欲
乃
　
　
　
　
　
布
流
欲
波
　
為
部
母
奈
久
　
　
之
安
礼
婆
…
可
久
婆
可
里
　
須
部
奈
伎
物
能
可
…
（
憶
良
⑤
八
九
二
）
⑪
須
賣
呂
伎
能
　
御
代
万
代
尓
如
是
許
曽
　
見
為
安
伎
良
目
米
　
立
年
之
葉
尓
（
家
持
⑲
四
二
六
七
）
⑫
保
里
江
欲
里
　
水
乎
妣
吉
之
都
追
　
美
布
祢
左
須
　
之
津
乎
能
登
母
波
　
加
波
能
　
瀬
麻
宇
勢
（
田
辺
史
福
麿
⑱
四
〇
六
一
）
⑬
等
知
波
々
江0
已
波
比
弖
麻
多
祢
　
豆
久
志
奈
流
　
美
豆
久
白
玉
　
等
里
弖
久
麻
弖
尓
（
防
人
⑳
四
三
四
〇
）
⑭
和
伎
米
故
等
　
不
多
利
和
我
見
之
　
宇
知
江
須
流
　
々
々
河
乃
祢
良
波
　
苦
不
志
久
米
阿
流
可
（
防
人
⑳
四
三
四
五
）
⑮
阿
志
加
良
能
　
美
佐
可
多
麻
波
理
　
可
閇
理
美
須
　
阿
例
波
久
江
由
久
　
阿
良
志
乎
母
　
多
志
夜
波
婆
可
流
　
不
破
乃
世
伎
　
久
江
弖
和
波
由
久
…
（
防
人
⑳
四
三
七
二
）
先
掲
の
和
歌
木
簡
資
料
と
同
じ
訓
仮
名
字
母
で
、
無
秩
序
な
混
用
が
な
さ
れ
る
も
の
に
は
、「
部
」「
目
」「
津
」「
江
」
の
訓
仮
名
が
指
摘
さ
れ
る
。
先
掲
の
橋
本
氏
論
文
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、
万
葉
集
の
仮
名
書
き
主
体
歌
巻
に
見
ら
れ
る
、
無
秩
序
な
「
訓
仮
名
」
は
、「
部
」「
辺
」「
見
」「
裳
」「
御
」「
緒
」「
鹿
」「
津
」「
根
」「
野
」
「
三
」「
女
」「
目
」「
砥
」「
日
」「
名
」「
江
」
の
十
七
文
字
（
異
な
り
文
字
数
）、
総
用
例
数
に
し
て
四
十
六
例
で
あ
り
、
い
ま
こ
こ
に
挙
げ
た
⑩
〜
⑮
は
、
橋
本
氏
が
挙
げ
た
用
例
に
含
ま
れ
る
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
万
葉
集
の
仮
名
書
き
歌
巻
（
巻
五
・
十
四
・
十
五
・
十
七
・
十
八
・
二
十
）
に
限
定
す
る
な
ら
ば
、
不
用
意
な
音
訓
仮
名
の
混
用
は
、
決
し
て
多
い
と
は
言
え
ず
、
こ
こ
に
掲
出
し
た
例
は
、
数
少
な
い
用
例
の
幾
つ
か
で
あ
る
。
し
か
し
、
少
な
い
な
が
ら
も
、
万
葉
集
に
こ
の
よ
う
な
音
訓
仮
名
の
混
用
が
見
ら
れ
て
く
る
こ
と
は
、
注
意
す
べ
き
問
題
を
孕
ん
で
い
る
と
言
え
る
。
木
簡
資
料
に
多
い
、
一
般
に
流
通
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
訓
仮
名
字
母
が
、
万
葉
集
に
も
見
ら
れ
る
現
象
は
、
使
用
字
母
と
い
う
も
の
の
底
辺
層
で
の
繋
が
り
を
予
想
さ
せ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
木
簡
資
料
の
「
児
（
兒
）」「
田
」「
目
」「
手
」
な
ど
の
訓
仮
名
は
、
仮
名
書
き
歌
巻
に
も
多
く
見
ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
、
訓
仮
名
と
し
て
で
は
な
く
、
一
音
節
の
正
訓
字
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
の
よ
う
な
一
音
節
の
訓
仮
名
は
、
文
字
列
を
一
瞥
す
る
限
り
、
仮
名
書
き
の
書
記
体
に
、
実
に
違
和
感
な
く
解
け
込
ん
で
見
え
る
も
の
で
あ
る
。
次
に
試
み
に
例
を
挙
げ
る
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
れ
が
「
仮
名
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
、「
正
訓
」
と
し
て
機
能
し
て
い
る
の
か
を
、
文
字
の
並
び
か
ら
瞬
時
に
判
断
す
る
こ
と
は
容
易
で
な
い
。
⑯
於
登
尓
吉
岐
　
　
尓
波
伊
麻
太
　
受
　
佐
容
比
賣
我
　
必
礼
布
理
伎
等
敷
　
吉
4
風
雜
雨
雨
雜
雪
寒
目
見
民
萬
通
良
楊
満
（
三
嶋
王
⑤
八
八
三
）
⑰
…
多
麻
尓
母
我
　
　
尓
麻
吉
毛
知
弖
　
安
佐
欲
比
尓
　
　
都
追
由
可
牟
乎
　
於
伎
弖
伊
加
婆
乎
思
（
家
持
⑰
四
〇
〇
六
）
⑱
左
刀
妣
等
能
　
　
流
　
波
豆
可
之
　
左
夫
流
　
尓
　
佐
度
波
須
伎
美
我
　
美
夜
泥
之
理
夫
利
（
家
持
⑱
四
一
〇
八
）
⑲
…
安
米
布
良
受
　
　
能
可
左
奈
礼
婆
　
宇
恵
之
　
毛
　
麻
吉
之
波
多
氣
毛
　
安
佐
其
登
尓
　
之
保
美
可
礼
由
苦
…
（
家
持
⑱
四
一
二
二
）
こ
れ
ら
を
散
見
す
る
に
、
一
音
節
の
正
訓
字
は
、
実
際
、
書
記
の
機
能
と
し
て
は
、
「
意
味
」
の
側
に
近
づ
い
て
あ
る
よ
り
も
、
音
列
を
支
え
る
た
め
の
「
仮
名
」
と
し
て
、
有
効
に
働
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
訓
仮
名
」
と
「
正
訓
字
」
と
の
一
線
が
、
も
と
よ
り
引
き
が
た
い
関
係
性
で
あ
る
こ
と
は
、
既
に
言
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
が
!
、
そ
も
そ
も
「
書
き
手
」
は
、
こ
の
よ
う
な
「
仮
名
書
き
」
を
し
た
た
め
る
場
合
に
、
そ
の
「
違
い
」
の
ほ
ど
を
認
識
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
い
っ
た
い
、
仮
名
の
出
自
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
「
訓
」
に
拠
る
の
か
、「
音
」
に
拠
る
の
か
と
い
っ
た
こ
と
を
、
い
ち
い
ち
反
芻
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
書
記
と
い
う
一
連
の
行
為
に
お
い
て
、
ど
の
程
度
、
意
識
化
さ
れ
た
こ
と
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
後
に
述
べ
る
よ
う
な
、
万
葉
集
正
訓
字
主
体
歌
巻
や
、
人
麻
呂
の
音
訓
仮
名
の
交
用
例
な
ど
は
、
そ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
よ
り
一
層
、
反
省
を
迫
ら
れ
る
問
題
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
、
視
点
を
戻
し
、
音
訓
交
用
例
⑩
の
表
記
法
に
つ
い
て
、
付
言
し
て
置
き
た
い
。
⑩
の
「
貧
窮
問
答
歌
」
は
、
仮
名
書
き
主
体
歌
巻
に
収
め
ら
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
文
字
用
法
自
体
に
問
題
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
正
訓
字
と
訓
仮
名
が
、
音
仮
名
に
交
え
て
用
い
ら
れ
る
形
式
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
書
記
の
在
り
方
は
、
前
節
に
挙
げ
た
和
歌
木
簡
の
③
⑦
⑨
の
用
法
に
、
通
い
合
う
も
の
で
あ
ろ
う
。
先
掲
、
木
簡
の
和
歌
資
料
③
⑦
⑨
は
、
ま
っ
た
く
の
一
字
一
音
書
き
で
は
な
く
、
「
正
訓
字
」
を
交
え
た
書
記
形
式
で
あ
り
、
注
意
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
書
記
法
を
見
る
限
り
、
正
直
な
と
こ
ろ
、「
う
た
」
を
「
仮
名
」
で
書
く
も
の
と
前
提
し
、
そ
こ
に
た
ま
た
ま
「
訓
仮
名
」
が
交
え
ら
れ
た
の
だ
、
と
い
う
よ
う
な
発
展
的
理
解
で
は
、
お
よ
そ
把
握
で
き
な
い
在
り
方
が
窺
え
よ
う
。
実
際
、
こ
れ
ら
の
書
記
法
は
、
単
に
書
記
者
の
書
き
慣
れ
た
、
、
、
、
、
文
字
で
も
っ
て
、
字
数
的
制
約
の
あ
る
木
簡
に
、「
自
由
に
」
和
歌
を
書
き
留
め
た
か
の
よ
う
な
向
き
を
感
じ
さ
せ
は
し
ま
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
は
結
果
的
に
、
万
葉
集
の
多
く
の
和
歌
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
書
記
形
式
、
す
な
わ
ち
「
音
」
と
「
訓
」
を
交
用
す
る
書
記
体
（
音
仮
名
、
、
・
訓
仮
名
、
、
の
交
用
で
は
な
い
）
に
通
じ
て
い
る
の
で
あ
る
。
参
考
ま
で
に
、
③
⑦
⑨
に
見
ら
れ
る
「
春
」「
事
」「
玉
」「
手
」
な
ど
の
正
訓
字
が
、
仮
名
書
き
に
交
え
ら
れ
た
例
を
、
任
意
に
万
葉
集
の
仮
名
書
き
歌
巻
か
ら
拾
っ
て
み
よ
う
。
【
春
】宇具
比
須
乃
　
奈
枳
知
良
須
良
武
　
　
　
　
伊
都
思
香
伎
美
登
　
多
乎
里
加
射
左
牟
（
家
持
⑰
三
九
六
六
）
可
須
美
多
都
　
　
　
乎
　
家
布
能
其
等
　
　
牟
登
於
毛
倍
波
　
多
努
之
等
曽
毛
布
（
池
主
⑳
四
三
〇
〇
）
【
事
】…　
　
　
　
毛
和
須
礼
提
　
奴
延
　
乃
　
能
杼
与
比
　
尓
…
（
憶
良
⑤
八
九
二
）
…
麻
須
良
男
乃
　
許
己
呂
乎
母
知
弖
　
安
里
米
具
理
　
　
之
乎
波
良
婆
…
（
家
持
⑳
四
三
三
一
）
【
玉
】可敝
流
散
尓
　
伊
母
尓
見
勢
武
尓
　
和
多
都
美
乃
　
於
伎
都
　
　
　
比
利
比
弖
由
賀
奈
（
遣
新
羅
使
人
⑮
三
六
一
四
）
宇
知
奈
婢
久
　
波
流
乎
知
可
美
加
　
奴
婆
　
乃
　
己
与
比
能
都
久
欲
　
可
須
美
多
流
良
牟
（
伊
香
王
⑳
四
四
八
九
）
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
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見
手
見
目
兒
日
田
見
事
事
玉
白
玉
春
初
春
花
鳥
居
飯
炊
【
手
】須受
我
祢
乃
　
波
由
馬
宇
馬
夜
能
　
都
追
美
井
乃
　
美
都
乎
多
麻
倍
奈
　
伊
毛
我
多
太
　
欲
（
⑭
三
四
三
九
）
安
佐
散
礼
婆
　
伊
毛
我
手
尓
麻
久
　
可
我
美
奈
須
　
美
津
能
波
麻
備
尓
…
（
遣
新
羅
使
人
⑮
三
六
二
七
）
こ
れ
ら
は
、
た
ま
た
ま
和
歌
木
簡
資
料
に
見
ら
れ
た
正
訓
字
「
春
」「
事
」「
玉
」
「
手
」
に
例
を
絞
り
、
任
意
に
挙
げ
た
も
の
で
あ
る
が
、
仮
名
書
き
歌
巻
の
全
般
に
亘
っ
て
、
例
を
検
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
一
般
に
、
万
葉
集
の
「
仮
名
書
き
主
体
歌
巻
」
と
呼
ば
れ
る
巻
で
は
、
こ
こ
に
指
摘
し
た
例
の
み
な
ら
ず
、
ま
っ
た
く
の
一
字
一
音
書
き
で
は
な
い
仮
名
書
き
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
我
由
久
　
　
乃
奈
我
弖
乎
　
久
里
多
々
祢
　
也
伎
保
呂
煩
散
牟
　
安
米
能
火
毛
我
母
（
狭
野
弟
上
娘
子
⑮
三
七
二
四
）
宇
梅
能
　
　
伊
都
波
乎
良
自
等
　
伊
登
波
祢
登
　
佐
吉
乃
　
波
　
乎
思
吉
　
奈
利
（
書
持
⑰
三
九
〇
四
）
安
之
比
奇
能
　
　
尓
由
伎
家
牟
　
夜
麻
妣
等
能
　
　
母
之
良
受
　
　
　
夜
多
礼
（
山
田
史
土
麻
呂
⑳
四
二
九
四
）
前
節
に
掲
出
し
た
和
歌
木
簡
⑨
「
尓
　
波
　
尓
麻
伎
母
知
而
□
□
」（
平
城
宮
木
簡
）
の
例
な
ど
は
@
、
正
し
く
こ
の
よ
う
な
書
記
法
の
延
長
線
上
に
把
捉
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
#
。
こ
れ
ら
の
不
完
全
な
「
仮
名
書
き
」
は
、
も
ち
ろ
ん
記
紀
の
歌
謡
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
統
制
の
と
れ
た
「
仮
名
書
き
」
と
は
、
厳
密
に
区
別
し
て
考
え
る
べ
き
こ
と
は
勿
論
で
あ
ろ
う
。
「
仮
名
書
き
」
の
形
式
を
採
り
な
が
ら
、
部
分
部
分
に
正
訓
字
を
交
え
る
と
い
う
、
文
字
の
性
状
か
ら
見
れ
ば
、
不
斉
一
な
書
記
形
式
は
、
な
ぜ
に
万
葉
集
に
多
く
見
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
不
完
全
を
不
完
全
な
ま
ま
に
許
容
で
き
る
何
か
が
、
少
な
く
と
も
、
万
葉
集
の
「
う
た
」
の
表
記
に
は
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
予
見
的
に
述
べ
る
な
ら
ば
、
第
一
に
考
え
ら
れ
る
の
は
、
「
読
み
や
す
さ
」
と
い
う
点
に
お
い
て
の
配
慮
で
あ
ろ
う
。
木
簡
資
料
で
は
、
ス
ペ
ー
ス
の
小
さ
さ
と
い
う
物
理
的
制
約
が
、
使
用
字
母
に
大
き
く
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
る
。
一
字
一
音
で
す
べ
て
を
書
く
こ
と
は
、
多
く
の
長
歌
を
擁
す
る
『
万
葉
集
』
で
は
、
見
た
目
に
も
煩
雑
で
あ
り
、
当
然
、
そ
の
た
め
の
紙
幅
も
か
な
り
の
も
の
と
な
ろ
う
。
記
紀
の
歌
謡
と
違
い
、
韻
律
の
定
ま
っ
た
和
歌
で
あ
れ
ば
、「
う
た
」
の
訓
読
は
、
お
の
ず
と
決
ま
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
正
訓
字
が
あ
る
程
度
、
固
定
化
し
て
い
た
一
般
名
詞
に
つ
い
て
は
、
読
み
誤
れ
る
可
能
性
も
低
い
こ
と
か
ら
、
一
字
一
音
で
書
く
こ
と
の
煩
雑
さ
・
読
み
に
く
さ
を
避
け
て
、
敢
え
て
「
正
訓
字
」
で
そ
れ
を
記
し
た
と
想
像
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
文
字
の
統
一
と
い
う
書
記
の
「
形
式
性
」
に
傾
く
の
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
「
常
態
」
と
し
て
あ
っ
た
書
き
様
に
限
り
な
く
寄
り
そ
う
こ
と
を
望
ん
だ
、
書
記
態
度
の
現
わ
れ
と
考
え
ら
れ
る
。
万
葉
集
の
「
う
た
」
表
記
の
主
た
る
特
徴
と
し
て
、
十
分
に
認
識
し
て
お
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。
四
　
万
葉
集
「
正
訓
字
主
体
歌
巻
」
に
み
る
音
訓
仮
名
の
交
用
表
記
既
に
、
和
歌
木
簡
資
料
の
訓
仮
名
の
例
か
ら
、
万
葉
集
の
仮
名
書
き
歌
巻
を
見
渡
し
て
き
た
が
、
仮
名
書
き
歌
巻
に
限
定
せ
ず
に
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
に
ま
で
視
野
を
広
げ
る
な
ら
ば
、
先
に
見
た
、「
児
、
矢
、
者
、
真
、
部
（
マ
）、
田
、
目
、
手
、
津
、
江
」
の
訓
仮
名
の
混
用
例
を
、
さ
ら
に
多
く
見
出
だ
す
こ
と
が
で
き
る
。
橋
本
四
郎
氏
の
指
摘
に
よ
れ
ば
、万
葉
集
の
訓
仮
名
で
使
用
頻
度
の
高
い
文
字
は
、
「
日
」「
名
」「
手○
」「
見
」「
田○
」「
津○
」「
目○
」「
屋
」
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
圏
点
を
つ
6
手
君
道
花
盛
物
情
山
山
人
手
玉
有
け
た
も
の
が
、
和
歌
木
簡
資
料
と
重
な
る
訓
仮
名
で
あ
り
、
訓
仮
名
字
母
と
し
て
の
安
定
的
な
「
流
通
」
を
感
じ
さ
せ
る
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
万
葉
集
に
多
い
訓
仮
名
は
、
同
時
に
混
用
例
と
し
て
も
、
多
く
指
摘
さ
れ
る
文
字
で
あ
る
。
次
に
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
の
音
訓
仮
名
の
混
用
例
に
、
橋
本
氏
が
掲
げ
た
例
を
参
照
し
た
い
。
①
寸
…
…
四
寸
流
（937
）
②
田
…
…
安
万
田
（3184
）
・
多
田
波
思
家
武
登
（3324
）
③
手
…
…
宇
多
手
（2464
人
麻
呂
）
④
而
…
…
敝
太
而
礼
婆
可
母
（1522
）
・
伊
而
麻
左
自
（1452
）
⑤
跡
…
…
跡
杼
登
毛
（2653
）
⑥
名
…
…
四
良
名
美
乃
（931
）
・
思
良
名
美
（937
）
・
師
吉
名
倍
手
（1
）
・
言
乃
名
具
左
曽
（656
）
・
四
名
比
（3234
）
⑦
部
…
…
須
部
奈
見
（3286
）
⑧
太
…
…
爾
太
遥
越
売
（3309
人
麻
呂
）
・
爾
太
要
盛
而
（4221
）
⑨
三
…
…
之
賀
良
三
（2709
）
・
三
佐
呉
（3203
）
・
三
沙
呉
（3203
）
・
三
都
良
武
香
（40
）
・
思
美
三
荷
（2124
）
⑩
見
…
…
宇
津
曽
見
（165
）
・
須
部
奈
見
（3286
）
⑪
六
…
…
相
爾
計
六
（3821
）
橋
本
氏
が
指
摘
し
た
混
用
例
は
、
異
な
り
文
字
数
に
し
て
十
一
文
字
・
二
十
三
例
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
例
は
、
混
用
例
と
橋
本
氏
が
認
め
た
正
訓
字
主
体
歌
巻
の
全
例
で
あ
り
、
一
見
、
そ
の
数
は
多
く
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
中
に
は
、
文
節
の
切
れ
目
と
考
え
ら
れ
る
例
、
意
味
へ
の
配
慮
が
認
め
ら
れ
る
例
、
正
訓
字
に
引
か
れ
て
訓
仮
名
が
連
ね
ら
れ
る
例
、
訓
仮
名
の
中
に
音
仮
名
が
交
え
ら
れ
る
例
な
ど
は
、
い
っ
さ
い
含
ま
れ
て
い
な
い
。
橋
本
氏
自
身
、
断
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
正
訓
へ
の
片
寄
り
が
窺
え
る
例
や
、
固
有
名
詞
・
枕
詞
な
ど
慣
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
例
を
加
え
る
な
ら
ば
、
そ
の
数
は
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
割
り
増
し
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、『
古
事
記
』
の
音
訓
仮
名
の
混
用
を
調
査
さ
れ
た
山
口
佳
紀
氏
は
、
理
由
の
窺
え
な
い
人
麻
呂
の
混
用
例
と
し
て
、「
宇
多
手
」（
⑪
二
四
六
四
）、「
三
毛
侶
之
」（
⑦
一
〇
九
三
）、「
恋
由
眼
」（
⑪
二
五
一
一
）
を
挙
げ
る
が
$
、
橋
本
氏
は
、「
宇
多
手
」
の
み
を
計
上
し
て
い
る
。
私
見
で
は
、
後
に
示
す
よ
う
に
、
人
麻
呂
の
混
用
例
に
限
っ
て
見
て
も
、
多
く
の
例
を
加
え
る
こ
と
が
可
能
で
あ
り
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
に
見
ら
れ
る
音
訓
仮
名
の
混
用
は
、
も
う
少
し
、
多
岐
多
様
な
例
が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
%
。
と
こ
ろ
で
、
①
〜
⑪
の
十
一
種
の
仮
名
字
母
に
は
、「
田
」「
手
」「
部
」
な
ど
、
や
は
り
和
歌
木
簡
に
見
ら
れ
た
幾
つ
か
の
訓
仮
名
字
母
が
見
ら
れ
、
注
意
さ
れ
る
。
前
節
よ
り
、
比
較
の
水
準
を
合
わ
せ
る
た
め
、
和
歌
、
、
木
簡
資
料
と
の
比
較
を
中
心
に
行
っ
て
き
た
が
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
万
葉
集
に
多
く
用
い
ら
れ
る
訓
仮
名
は
、
和
歌
木
簡
資
料
の
み
な
ら
ず
、
木
簡
資
料
全
般
、
、
、
、
、
、
に
多
く
見
ら
れ
る
訓
仮
名
で
あ
る
。
拙
稿
に
て
、
か
つ
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
上
代
文
字
資
料
（
文
書
木
簡
・
荷
札
木
簡
・
音
義
木
簡
・
墨
書
土
器
・
戸
籍
帳
な
ど
）
に
は
、「
目○
」「
見○
」「
者
」「
田○
」
「
手○
」「
部○
（
マ
）」「
津○
」「
矢
」「
男
」「
木
」「
三○
」「
野○
」「
屋
」「
真
」「
穂
」「
井
」
「
御○
」「
女○
」「
根○
」
な
ど
の
文
字
が
、
混
用
さ
れ
る
一
音
節
の
訓
仮
名
と
し
て
指
摘
で
き
る
^
。
も
と
よ
り
、
全
て
の
例
に
つ
い
て
調
査
し
た
も
の
で
は
な
い
が
、
用
い
ら
れ
る
訓
仮
名
に
は
一
定
の
偏
り
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
先
述
し
た
よ
う
に
、
万
葉
集
に
混
用
の
多
い
訓
仮
名
字
母
（
こ
こ
で
圏
点
を
付
し
た
も
の
）
と
、
こ
れ
ら
上
代
文
字
資
料
一
般
に
用
い
ら
れ
る
訓
仮
名
字
母
は
、
殆
ど
が
共
通
す
る
の
で
あ
る
。
結
論
か
ら
す
れ
ば
、
万
葉
集
に
多
く
用
い
ら
れ
る
「
訓
仮
名
」
は
、
上
代
の
文
字
資
料
一
般
に
お
い
て
も
使
用
頻
度
の
高
い
訓
仮
名
で
あ
り
、
当
時
、
定
着
度
が
高
く
、
安
定
的
に
用
い
ら
れ
た
訓
仮
名
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
、「
メ．
」「
ミ．
」「
タ．
」「
ベ．
」
な
ど
の
音
列
を
文
字
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
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化
す
る
に
あ
た
り
、
真
っ
先
に
思
い
浮
か
ぶ
視
覚
的
で
汎
用
性
の
高
い
「
文
字
」
は
、
「
目
」「
見
」「
田
」「
部
」
の
文
字
な
の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
た
ま
た
ま
「
訓
」
に
出
自
を
も
つ
「
訓
仮
名
」
で
あ
っ
た
、
と
い
う
程
度
の
こ
と
な
の
で
は
な
い
か
。
橋
本
氏
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は
、
音
訓
交
用
の
無
秩
序
な
混
用
は
、
万
葉
集
に
お
い
て
も
殆
ど
見
ら
れ
な
い
と
い
う
立
場
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
混
用
が
万
葉
集
に
見
ら
れ
る
の
は
、「
仮
名
」
と
い
う
も
の
が
「
起
源
的
な
性
格
を
止
揚
」
し
、
普
遍
化
を
遂
げ
た
結
果
で
あ
る
、
と
把
握
し
て
お
ら
れ
る
&
。
し
か
し
、「
字
訓
」
の
定
着
の
後
に
固
定
化
し
た
「
訓
仮
名
」
が
、
止
揚
し
て
「
仮
名
」
化
を
遂
げ
た
も
の
で
あ
る
の
か
、「
訓
仮
名
」
と
い
う
強
い
意
識
の
な
い
ま
ま
常
用
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
文
字
が
、
結
果
的
に
「
訓
」
に
出
自
を
も
つ
「
仮
名
」
で
あ
っ
た
と
い
う
に
過
ぎ
な
い
の
か
、
そ
の
判
断
は
実
に
難
し
い
と
言
わ
ね
ば
な
ら
な
い
*
。「
う
た
」
の
表
記
に
、
垣
間
、
見
ら
れ
る
「
訓
仮
名
」
は
、
そ
れ
が
「
訓
」
で
あ
る
と
明
ら
か
に
認
識
さ
れ
な
い
ま
ま
に
、
万
葉
集
や
和
歌
木
簡
資
料
に
現
出
し
た
の
で
は
な
か
っ
た
ろ
う
か
。「
文
字
」
で
も
の
を
書
く
人
び
と
に
と
っ
て
、
選
択
さ
れ
る
べ
き
文
字
は
意
識
裡
に
等
し
並
み
に
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
「
仮
名
」
で
あ
る
か
、
ま
し
て
や
「
訓
」
で
あ
る
か
、「
音
」
で
あ
る
か
と
い
っ
た
こ
と
は
、
殆
ど
意
識
以
前
の
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
人
び
と
の
前
に
は
、
海
を
越
え
て
渡
り
き
た
「
文
字
」
と
い
う
も
の
だ
け
が
、
無
限
の
可
能
性
を
孕
み
な
が
ら
、
滔
滔
と
横
た
わ
っ
て
い
た
に
過
ぎ
な
い
。
五
　
万
葉
集
の
仮
名
文
字
表
現
―
「
訓
仮
名
」
の
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
展
開
―
前
節
ま
で
に
、
上
代
文
字
資
料
の
音
訓
仮
名
の
交
用
に
つ
い
て
見
て
き
た
が
、
万
葉
集
に
は
、
既
に
挙
げ
た
よ
う
な
単
な
る
混
用
と
思
わ
れ
る
例
の
ほ
か
、
幾
つ
か
の
注
目
す
べ
き
音
訓
交
用
が
指
摘
さ
れ
る
。「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
、「
こ
と
ば
」
に
直
に
寄
り
添
う
こ
と
に
よ
っ
て
生
ま
れ
る
、「
意
味
」
へ
の
傾
斜
を
有
し
た
訓
仮
名
で
あ
る
。
ま
ず
、
仮
名
書
き
歌
巻
の
そ
れ
に
つ
い
て
窺
う
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。
ａ
左
乎
思
鹿
能
　
布
須
也
久
草
無
良
　
見
要
受
等
母
　
兒
呂
我
可
奈
門
欲
　
由
可
久
之
要
思
母
（
⑭
三
五
三
〇
）
ｂ
水
都
等
利
乃
　
多
々
武
与
曽
比
尓
　
伊
母
能
良
尓
　
毛
乃
伊
波
受
伎
尓
弖
　
於
毛
比
可
祢
都
母
（
⑭
三
五
二
八
）
ｃ
…
可
久
婆
可
里
　
須
部
奈
伎
物
能
可
…
（
憶
良
⑤
八
九
二
）
ｄ
春
雨
尓
　
毛
延
之
楊
奈
疑
可
　
烏
梅
乃
花
　
登
母
尓
於
久
礼
奴
　
常
乃
物
能
香
聞
（
書
持
⑰
三
九
〇
三
）
ｅ
安
乎
楊
木
能
　
波
良
路
可
波
刀
尓
　
奈
乎
麻
都
等
　
西
美
度
波
久
末
受
　
多
知
度
奈
良
須
母
（
⑭
三
五
四
六
）
ｆ
佐
保
河
波
尓
　
許
保
里
和
多
礼
流
　
宇
須
良
婢
乃
　
宇
須
伎
許
己
呂
乎
　
和
我
於
毛
波
奈
久
尓
（
大
原
櫻
井
真
人
⑳
四
四
七
八
）
ｇ
橘
乃
　
尓
保
敝
流
香
可
聞
　
保
登
等
藝
須
　
奈
久
欲
乃
雨
尓
　
宇
都
路
比
奴
良
牟
（
家
持
⑰
三
九
一
六
）
掲
出
し
た
ａ
ｂ
の
よ
う
な
例
は
(
、「
こ
と
ば
」
と
「
文
字
」
が
か
な
り
近
接
し
た
状
況
で
用
い
ら
れ
て
い
る
例
で
あ
る
。
い
ま
全
体
が
仮
名
書
き
で
あ
る
た
め
に
、
結
果
的
に
「
訓
仮
名
」
に
分
類
さ
れ
る
も
の
の
、
文
字
用
法
自
体
に
は
、「
こ
と
ば
」
を
「
意
味
」
に
お
い
て
表
語
し
よ
う
と
い
う
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
。「
さ
を
し
か
」「
み
づ
」
と
い
う
倭
語
に
、「
鹿
」「
水
」
を
用
い
た
の
は
、
日
常
的
な
「
こ
と
ば
」
と
「
文
字
」
と
の
対
応
関
係
か
ら
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、「
こ
と
ば
」
の
側
に
、
よ
り
密
着
し
た
文
字
用
法
で
あ
ろ
う
。
そ
も
そ
も
「
こ
と
ば
」
を
定
型
の
な
か
に
掬
い
挙
げ
て
い
く
こ
と
が
、「
や
ま
と
う
た
」
と
い
う
も
の
の
生
態
で
あ
れ
ば
、
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そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
「
こ
と
ば
」
に
「
文
字
」
が
引
き
寄
せ
ら
れ
て
い
く
と
い
う
現
象
は
、
既
に
予
想
さ
れ
る
べ
き
在
り
方
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
本
来
的
に
表
音
機
能
に
限
定
さ
れ
る
「
仮
名
」
で
あ
れ
ば
、
再
び
「
意
味
」
へ
の
揺
り
戻
し
が
な
さ
れ
る
こ
れ
ら
の
用
法
は
、「
書
記
機
能
」
と
い
っ
た
原
則
か
ら
は
大
き
く
逸
脱
し
て
い
よ
う
。
誤
読
を
避
け
、
読
み
や
す
さ
を
求
め
る
こ
と
が
「
書
記
機
能
」
の
原
則
と
い
う
極
め
て
当
た
り
前
の
事
柄
が
、
こ
こ
で
は
新
た
な
る
「
意
味
」
の
恵
与
に
よ
っ
て
、
実
際
の
と
こ
ろ
、
そ
の
必
然
的
原
則
は
こ
こ
ろ
よ
く
放
擲
さ
れ
て
い
る
。
ｃ
以
降
の
仮
名
は
、
分
類
上
は
音
仮
名
と
考
え
ら
れ
る
例
で
あ
る
が
、
ｃ
ｄ
「
物
」
の
文
字
は
、「
意
味
」
に
片
寄
り
を
見
せ
な
が
ら
、「
能
」
の
一
字
を
補
う
こ
と
で
、
一
見
、
訓
仮
名
の
よ
う
に
捉
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
ｄ
「
楊
奈
疑
」
は
、
同
じ
用
字
が
万
葉
集
に
幾
つ
か
見
ら
れ
（
⑭
三
四
九
一
・
⑱
四
〇
七
一
ほ
か
）、
あ
る
程
度
、
固
定
化
し
た
名
詞
表
記
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。「
楊
」
は
、
音
仮
名
の
要
素
を
多
く
見
得
る
も
の
の
、「
楊
」
の
一
文
字
で
、
「
ヤ
ナ
ギ
（
楊
）」（
⑩
一
八
四
七
）、「
カ
ハ
ヤ
ギ
（
川
楊
）」（
⑨
一
七
二
三
）
な
ど
と
記
さ
れ
て
お
り
、「
正
訓
」
と
し
て
も
か
な
り
定
着
し
た
文
字
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
は
、
ｅ
「
安
乎
楊
木
」（
ア
ヲ
ヤ
ギ
）
な
ど
と
書
か
れ
る
例
を
見
る
と
き
、
果
た
し
て
そ
れ
が
、
即
座
に
「
音
仮
名
」
で
あ
る
と
は
、
な
か
な
か
断
定
し
難
い
の
で
は
い
か
)
。
こ
の
よ
う
に
考
え
を
巡
ら
せ
る
と
、
既
に
指
摘
し
て
き
た
よ
う
な
無
秩
序
な
混
用
例
、
―
―
例
え
ば
「
目
都
良
之
」（「
愛
づ
ら
し
」、
⑱
四
一
一
七
）、「
可、
見
」（「
神
」、
⑱
四
一
一
一
）
な
ど
―
―
、
の
文
字
面
に
つ
い
て
、
そ
こ
に
意
図
的
な
要
素
が
微
塵
も
な
い
と
言
い
切
れ
る
か
ど
う
か
、
再
び
疑
問
が
頭
を
擡
げ
て
く
る
。
「
仮
名
」
で
表
記
し
な
が
ら
も
、「
意
味
」
へ
の
緩
や
か
な
傾
斜
が
、
漢
字
を
用
い
る
こ
と
の
必
然
と
し
て
文
字
の
上
に
現
わ
れ
て
く
る
の
で
あ
っ
て
、
音
列
の
み
を
表
示
す
る
仮
名
書
き
機
能
に
、
単
純
に
与
さ
な
い
在
り
方
が
そ
こ
に
内
在
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
こ
と
ば
」
に
引
き
寄
せ
ら
れ
、
ま
た
そ
れ
を
「
分
析
」
す
る
こ
と
で
、「
こ
と
ば
」
に
新
た
な
「
意
味
」
を
付
与
し
て
い
く
文
字
表
記
は
、
正
し
く
「
文
字
表
現
、
、
、
、
」
の
た
め
の
、
、
、
、
「
文
字
、
、
」
な
の
で
あ
り
、
単
な
る
書
記
機
能
の
文
字
と
は
確
実
に
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
「
文
字
」
を
こ
と
さ
ら
に
意
匠
し
複
雑
化
す
る
と
い
う
、
お
よ
そ
趣
味
的
な
用
法
が
、
義
訓
や
戯
書
を
中
心
と
し
た
万
葉
集
の
文
字
用
法
の
「
特
質
」
で
あ
り
、「
方
法
」
で
も
あ
る
こ
と
は
、
た
び
た
び
指
摘
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
い
ま
指
摘
し
た
ａ
〜
ｇ
の
諸
例
も
ま
た
、「
仮
名
」
の
「
表
音
機
能
」
に
終
始
し
な
い
付
加
価
値
を
文
字
の
上
に
呼
び
込
ん
で
い
る
も
の
で
、
や
は
り
万
葉
集
の
文
字
用
法
と
し
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。「
う
た
」
を
表
現
す
る
上
で
の
「
文
字
」
で
あ
り
、「
う
た
」
の
た
め
の
、
そ
れ
は
文
芸
、
、
の
た
め
の
、
と
言
い
換
え
て
も
よ
い
―
―
、「
文
字
」
な
の
で
あ
る
a
。
ま
た
、「
う
た
」
の
文
字
に
問
題
を
設
定
す
る
と
き
、
次
の
よ
う
な
文
字
相
互
の
意
味
連
関
に
よ
る
工
夫
に
も
、
十
分
に
目
を
尽
く
さ
ね
ば
な
る
ま
い
。
ｈ
燈
之
　
陰
尓
蚊
蛾、
欲
布
　
虚
蝉
之
　
妹
蛾、
咲
状
思
　
面
影
尓
所
見（⑪
二
六
四
二
）
ｉ
百
濟
野
乃
　
芽
古
枝
尓
　
待
春
跡
　
居
之
　
　
鳴
尓
鷄
鵡
、
、
鴨（赤
人
⑧
一
四
三
一
）
こ
れ
ら
の
例
は
、「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
の
分
析
的
理
解
か
ら
、
若
干
、
乖
離
し
て
い
く
方
向
に
あ
り
な
が
ら
、
文
字
同
士
の
意
味
の
連
関
に
よ
る
「
遊
戯
性
」
を
、
読
み
手
に
感
じ
さ
せ
る
方
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
万
葉
集
に
特
有
の
文
字
用
法
に
つ
い
て
、
井
手
至
氏
は
、「
縁
字
」
と
概
念
規
定
し
た
上
で
、
そ
れ
を
二
類
に
分
か
っ
て
お
ら
れ
る
b
。
す
な
わ
ち
、
（
イ
）
歌
の
中
の
他
の
語
句
の
意
味
と
関
係
あ
る
仮
名
を
使
用
し
た
場
合
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
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（
ロ
）
歌
の
表
記
に
用
い
ら
れ
た
他
の
文
字
と
関
係
の
あ
る
仮
名
を
使
用
し
た
場
合
の
二
類
で
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
具
体
例
に
、
次
の
よ
う
な
歌
を
指
摘
す
る
（
傍
点
、
傍
線
マ
マ
）。
（
イ
）
見
れ
ど
あ
か
ず
い
ま
し
し
君
が
黄
葉
の
移
り
い
行
け
ば
悲
し
く
、
、
、
喪
あ
る
か
（
③
四
五
九
）
印
南
野
の
浅
茅
、
、
、
、
、
、
押
し
な
べ
さ
寝
る
夜
の
日
長
く
あ
れ
ば
家
し
小
篠
生
（
⑥
九
四
〇
）
（
ロ
）
よ
し
ゑ
八、
し
二
々
な
む
四
我
妹
生
け
り
と
も
か
く
の
み
こ
そ
我
が
恋
ひ
渡
り
七
め
（
⑬
三
二
九
八
）
妹
が
家
も
継
ぎ
て
見
ま
し
を
大
和
な
る
大
島
の
嶺
に
家
も
あ
ら
猿、
尾（②
九
一
）
こ
れ
ら
は
、「
仮
名
」
を
用
い
な
が
ら
、
そ
こ
に
「
意
味
」
を
揺
曳
さ
せ
る
こ
と
で
成
り
立
つ
文
字
文
芸
で
あ
り
、「
仮
名
」
の
用
法
を
越
え
て
、「
意
味
」
の
領
域
に
深
く
入
り
込
ん
だ
文
字
用
法
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
文
字
運
用
の
在
り
方
が
「
戯
書
」
に
通
じ
て
い
る
こ
と
は
、
こ
こ
に
挙
げ
た
幾
つ
か
の
諸
例
か
ら
も
知
ら
れ
る
と
お
り
で
あ
り
、
や
は
り
そ
れ
が
万
葉
集
に
独
特
の
文
字
遣
い
、
即
ち
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
設
定
で
き
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
（
ロ
）
に
見
ら
れ
る
文
字
相
互
の
共
起
関
係
は
、
双
方
が
訓
字
で
あ
る
方
が
、
「
意
味
」
の
支
え
合
い
が
な
さ
れ
や
す
い
が
、
例
え
ば
そ
れ
が
、
音
仮
名
と
共
起
し
た
と
し
て
も
、
音
仮
名
の
「
意
味
」
を
読
み
取
る
こ
と
で
、
意
義
の
連
関
が
成
立
し
得
る
こ
と
に
な
る
。「
蚊
蛾、
欲
布
」「
為
便、
」
な
ど
の
音
訓
を
交
用
し
た
例
は
、
い
ま
見
た
よ
う
な
文
字
相
互
の
共
起
関
係
の
中
で
こ
そ
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
存
在
を
確
固
た
る
も
の
に
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
以
上
、
万
葉
集
の
音
訓
仮
名
の
交
用
例
を
幾
つ
か
見
て
き
た
が
、
そ
こ
に
は
、
「
う
た
」
を
彩
る
文
字
の
、
意
識
的
な
「
意
味
」
へ
の
傾
倒
を
窺
う
こ
と
が
で
き
た
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
日
常
的
な
書
記
形
式
で
あ
る
音
訓
の
交
用
が
、
つ
い
万
葉
集
に
顔
を
覗
か
せ
た
と
い
う
よ
う
な
こ
と
で
は
収
ま
り
き
ら
な
い
―
―
、
特
別
な
「
知
の
領
域
」
を
予
感
さ
せ
る
、「
文
字
表
現
」
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
。
万
葉
集
に
、
音
訓
仮
名
の
交
用
が
現
わ
れ
る
こ
と
自
体
は
、
実
生
活
で
の
書
記
の
傾
向
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
こ
の
よ
う
に
巧
み
に
文
字
に
表
現
し
て
い
く
こ
と
に
は
、「
こ
と
ば
」
に
対
す
る
分
析
的
な
理
解
や
、「
文
字
文
芸
、
、
、
、
」
（
文
字
遊
び
）
と
し
て
の
方
法
的
な
在
り
方
が
、
看
取
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
こ
に
は
、「
歌
集
」
と
し
て
の
テ
キ
ス
ト
の
成
立
、
そ
し
て
ま
た
、
多
く
の
「
読
み
手
」
の
存
在
―
―
、
と
い
っ
た
こ
と
が
、
同
時
的
に
予
見
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
六
　
柿
本
人
麻
呂
の
仮
名
文
字
表
現
―
「
訓
仮
名
」
の
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
展
開
―
〔
人
麻
呂
作
歌
〕
「
與
杼
六
」1
・31
（
動
）
「
母
戸
」1
・31
一
云
（
動
）
「
多
藝
津
」1
・38
1
・39
（
動
）
「
須
十
」1
・40
（
名
）
「
良
六
」1
・42
（
助
動
）
「
須
為
寸
」1
・45
（
名
）
「
多
日
」1
・45
（
名
）
「
夜
取
」1
・45
（
名
）
「
良
目
」2
・131
（
助
動
）
「
能
咲
八
師
」2
・131
（
感
動
）
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「
縦
畫
屋
師
」2
・131
2
・135
（
感
動
）
「
和
多
豆
」2
・131
（
固
名
）
地
名
「
吉
咲
八
師
」2
・135
（
感
動
）
「
名
具
鮫
」2
・194
（
動
）
「
兼
天
」2
・194
（
動
）
「
多
田
名
附
」2
・194
（
動
）
「
気
田
敷
」2
・194
（
形
）
「
宇
都
曽
臣
」2
・196
2
・210
一
云
　2
・213
2
・213
（
名
）
「
早
布
屋
師
」2
・196
（
感
動
）
「
和
射
見
」2
・199
（
固
名
）
地
名
「
香
来
山
」2
・199
（
固
名
）
地
名
「
為
便
」2
・207
2
・210
（
名
）
「
鳥
自
物
」2
・210
（
副
）
「
之
鹿
」2
・210
（
助
動
）
「
烏
徳
自
物
」2
・210
（
副
）
「
左
久
見
」2
・210
（
動
）
「
鳥
自
物
」2
・213
（
副
）
「
西
加
」2
・213
（
助
動
・
助
）
「
男
自
物
」2
・213
（
副
）
「
奈
積
」2
・213
（
動
）
「
騰
遠
依
」2
・217
（
動
）
「
跡
位
浪
」2
・220
（
名
）
「
色
妙
」2
・222
（
枕
詞
）
「
四
時
自
物
」3
・239
（
副
）
「
目
頬
四
寸
」3
・239
（
形
）
「
白
雪
仕
物
」3
・261
（
副
）
「
阿
白
木
」2
・264
（
名
）
「
伊
佐
夜
歴
」3
・428
（
動
）
「
名
豆
颯
」3
・430
（
動
）
「
狭
藍
左
謂
」4
・503
（
副
）
象
徴
詞
〔
人
麻
呂
歌
集
略
体
歌
〕
「
妹
勢
能
山
」7
・1247
（
固
名
）
地
名
「
安
治
村
」7
・1299
（
名
）
「
阿
和
雪
」10
・2334
（
名
）
「
相
狭
丸
」11
・2362
（
副
）
「
早
敷
八
四
」11
・2369
（
感
動
）
「
吉
恵
哉
」11
・2378
（
感
動
）
「
半
手
」11
・2383 c
（
副
）
「
玉
久
世
」11
・2403
（
固
名
）
地
名
・
接
頭
語
「
水
阿
和
」11
・2430
（
名
）
「
宇
多
手
」11
・2464
（
副
）
「
潤
和
川
」11
・2478
（
固
名
）
地
名
「
香
取
海
」11
・2436
（
固
名
）
地
名
〔
人
麻
呂
歌
集
非
略
体
歌
〕
「
莫
苦
二
」3
・244
（
連
語
）
「
巻
目
」7
・1087
（
固
名
）
地
名
「
由
槻
我
高
」7
・1087
（
固
名
）
地
名
「
三
毛
侶
」7
・1093
11
・2512
（
固
名
）
地
名
「
三
和
（
山
）」7
・1119
9
・1684
（
固
名
）
地
名
「
日
賣
菅
原
」7
・1277
（
固
名
）
地
名
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
11
「
名
乗
曽
花
」7
・1290
（
名
）
「
菅
自
」9
・1694
（
名
）
「
床
奈
馬
尓
」9
・1695
（
名
）
「
辛
苦
」9
・1721
（
形
）
「
多
寸
能
浦
」9
・1722
（
名
）
「
根
毛
居
侶
」9
・1723
（
副
）
「
久
漏
牛
方
」9
・1798
（
固
名
）
地
名
「
佐
府
下
」9
・1798
（
形
・
助
）
「
片
山
木
之
」10
・1818
（
名
）
「
朱
羅
引
」10
・1999
（
枕
詞
）
「
已
向
」10
・2011
（
動
）
接
頭
語
「
世
子
」10
・2015
（
名
）
「
何
太
」10
・2023
（
副
）
接
尾
語
「
竿
志
鹿
」10
・2094
（
名
）
「
木
志
」10
・2313
（
名
）
「
為
便
」11
・2368
（
名
）
「
雲
位
」11
・2449
（
名
）
「
根
母
己
呂
」11
・2486
或
本
（
副
）
「
足
我
枳
」11
・2510
（
動
）
「
由
眼
」11
・2511
（
副
）
「
尓
太
遥
」13
・3309
（
動
）
以
上
に
、
人
麻
呂
作
歌
・
人
麻
呂
歌
集
歌
に
見
ら
れ
る
、
拾
え
る
限
り
の
音
訓
交
用
例
を
順
次
列
挙
し
た
。
文
節
の
区
切
り
に
つ
い
て
は
、
接
頭
辞
・
接
尾
辞
・
活
用
語
尾
な
ど
を
含
ん
で
例
に
掲
げ
た
。
一
部
、
複
合
語
も
そ
の
ま
ま
に
取
り
上
げ
た
d
。
前
節
に
、「
う
た
」
の
文
字
の
「
音
訓
交
用
」
の
こ
と
を
述
べ
て
き
た
が
、
こ
れ
ら
の
例
に
は
、
意
図
的
な
要
素
が
察
せ
ら
れ
な
い
例
も
多
く
見
ら
れ
る
。
山
口
佳
紀
氏
は
、
書
記
の
た
め
の
特
別
な
理
由
が
窺
え
な
い
混
用
例
と
し
て
、
人
麻
呂
歌
集
の
「
宇
多
手
」（
⑪
二
四
六
四
）、「
由
眼
」（
⑪
二
五
一
一
）
な
ど
を
指
摘
し
て
い
る
e
。
氏
の
挙
げ
た
歌
集
の
例
以
外
に
も
、
作
歌
に
見
ら
れ
る
、「
須
為
寸
」（
①
四
五
）
「
名
具
鮫
」（
②
一
九
四
）
な
ど
は
、
無
秩
序
に
交
え
ら
れ
た
混
用
例
に
数
え
ら
れ
よ
う
か
。
同
様
、
細
か
く
見
渡
す
な
ら
ば
、
歌
集
の
な
か
に
も
、
意
図
的
と
は
思
え
な
い
不
用
意
な
混
用
が
、
ま
だ
ま
だ
多
く
検
出
で
き
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
ら
の
混
用
に
つ
い
て
は
、
既
に
た
び
た
び
論
じ
て
き
た
よ
う
に
、「
実
用
」
に
お
い
て
な
さ
れ
て
き
た
書
記
形
式
が
、
大
き
く
影
響
を
与
え
て
い
る
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
音
訓
仮
名
を
交
え
る
と
い
う
「
自
由
」
な
書
記
の
在
り
よ
う
は
、
「
仮
名
」
で
も
っ
て
、「
こ
と
ば
」
を
記
す
と
い
う
書
記
態
度
と
表
裏
の
関
係
で
も
あ
っ
た
。
「
宿
加
奈
之
弥
」（「
宿
り
悲
し
み
」
⑨
一
六
九
〇
）
「
年
可
太
奴
」（「
寝
難
ぬ
」
⑩
二
〇
一
二
）
「
左
尼
始
而
」（「
さ
寝
そ
め
て
」
⑩
二
〇
二
三
）
「
久
漏
牛
方
」（「
黒
牛
潟
」
⑨
一
七
九
八
）
「
世
子
」（「
背
子
」
⑩
二
〇
一
五
）
以
上
の
例
は
、
他
の
人
麻
呂
歌
や
正
訓
字
主
体
歌
巻
で
は
訓
字
で
書
か
れ
る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
り
、
特
異
な
書
き
方
と
言
っ
て
よ
い
。
人
麻
呂
の
こ
の
よ
う
な
仮
名
書
き
は
、
そ
こ
に
特
別
な
理
由
を
窺
う
こ
と
が
で
き
ず
、
実
の
と
こ
ろ
、「
自
由
に
」
「
一
回
的
に
」
文
字
を
連
ね
た
と
し
か
考
え
よ
う
の
な
い
事
例
で
あ
る
。
ま
た
、
看
過
で
き
な
い
の
は
、「
久
漏
牛
方
」
の
よ
う
な
地
名
の
例
で
あ
ろ
う
。
既
に
挙
げ
た
人
麻
呂
の
音
訓
仮
名
の
混
用
例
に
は
、
固
有
名
詞
で
あ
る
「
地
名
」
が
多
く
見
ら
れ
、
注
意
を
要
す
る
。
人
麻
呂
の
地
名
表
記
で
、
音
訓
交
用
で
書
か
れ
る
例
は
、「
和
多
豆
」
f
「
和
射
見
」
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「
香
来
山
」「
潤
和
川
」「
香
取
海
」「
巻
目
」「
由
槻
我
高
」「
三
毛
侶
」「
三
和
（
山
）」
「
妹
勢
能
山
」「
日
賣
菅
原
」「
久
漏
牛
方
」
で
あ
る
（
こ
の
う
ち
、
万
葉
集
に
孤
例
と
な
る
の
は
、「
和
多
豆
」「
閏
和
川
」「
巻
目
」「
由
槻
我
高
」「
三
毛
侶
」）。
も
ち
ろ
ん
、「
和
多
豆
」「
由
槻
我
高
」
の
よ
う
に
、
人
麻
呂
に
し
か
用
例
の
な
い
地
名
も
含
み
、
な
か
な
か
相
対
的
な
こ
と
は
言
い
難
い
が
、
人
麻
呂
の
地
名
表
記
に
比
較
的
音
訓
交
用
の
例
が
多
い
こ
と
は
、
指
摘
で
き
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
g
。
人
麻
呂
に
孤
例
の
表
記
で
あ
る
「
巻
目
」「
由
槻
我
高
」「
三
毛
侶
」
な
ど
は
、
人
麻
呂
自
身
、
別
の
歌
で
は
「
巻
向
（
⑦
一
〇
九
二
他
）」「
弓
槻
が
高
（
⑦
一
九
八
八
他
）」「
三
室
山
（
⑦
一
〇
九
四
他
）」
な
ど
と
表
記
し
て
い
る
も
の
で
、
一
回
的
な
偶
発
性
の
高
い
文
字
表
記
で
あ
る
と
言
え
る
。
そ
も
そ
も
地
名
表
記
と
い
う
も
の
は
、
七
世
紀
後
半
と
い
う
時
代
に
あ
っ
て
、
あ
る
程
度
定
着
し
て
は
い
た
も
の
の
、
書
記
者
に
よ
っ
て
任
意
に
書
か
れ
得
る
も
の
で
あ
っ
た
と
予
想
さ
れ
る
i
。
こ
の
こ
と
は
、
初
期
万
葉
の
地
名
表
記
に
も
、
幾
つ
か
の
音
訓
交
用
の
例
や
、
固
定
的
で
な
い
独
自
な
例
を
見
る
こ
と
に
傍
証
さ
れ
る
。
初
期
万
葉
に
見
ら
れ
る
音
訓
交
用
の
地
名
表
記
は
、「
雲
根
火
（
①
一
三
）」「
香
来
山
（
①
二
八
）」
な
ど
で
あ
り
、
ま
た
万
葉
集
に
孤
例
と
な
る
特
異
な
地
名
表
記
に
は
、「
山
常
（
①
二
）」「
高
山
（
①
一
三
、
一
四
）」「
射
等
籠
（
①
二
三
）」「
将
見
圓
山
（
②
九
四
）」「
三
室
戸
山
（
②
九
四
或
本
云
）」「
兎
道
（
①
七
）」
な
ど
が
あ
り
、
訓
仮
名
に
よ
る
地
名
表
記
を
多
く
見
る
。
既
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
と
お
り
、『
古
事
記
』
や
、
七
世
紀
末
〜
八
世
紀
初
頭
の
木
簡
の
国
名
・
郡
名
表
記
に
は
、
古
く
か
ら
常
用
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
地
名
表
記
が
多
く
あ
る
h
。
こ
こ
に
掲
出
し
た
人
麻
呂
や
初
期
万
葉
の
地
名
表
記
に
も
、
律
令
以
前
に
一
般
化
し
て
い
た
慣
用
表
記
が
、
少
な
か
ら
ず
認
め
ら
れ
る
も
の
と
予
測
さ
れ
る
i
。
し
か
し
、
実
用
で
使
わ
れ
て
い
た
地
名
表
記
が
、「
う
た
」
の
表
記
の
な
か
に
掬
い
上
げ
ら
れ
る
在
り
よ
う
を
一
方
で
確
か
め
な
が
ら
も
、人
麻
呂
の
地
名
表
記
に
は
、
た
ん
に
偶
然
的
に
書
か
れ
た
と
は
思
わ
れ
な
い
例
が
幾
つ
か
確
認
で
き
る
。
天
在
あ
め
な
る
日
賣
菅
原
ひ
め
す
が
は
ら
の
草
莫
苅
嫌
く
さ
な
か
り
そ
ね
弥
那
綿
み
な
の
わ
た
香
烏
髪
か
ぐ
ろ
き
か
み
に
飽
田
志
付
勿
あ
く
た
し
つ
く
も
（
⑦
一
二
七
七
）
「
日
賣
菅
原
」
の
地
名
は
、「
天
在
る
」
を
承
け
る
「
懸
詞
」
に
、「
日
」
の
文
字
が
敢
え
て
視
覚
化
さ
れ
て
い
る
も
の
で
特
異
な
例
で
あ
る
。
「
ヒ
メ
」
の
音
列
を
文
字
化
す
る
に
は
、「
比
賣
」「
媛
」「
姫
」
な
ど
の
表
記
が
一
般
的
と
考
え
ら
れ
る
の
に
対
し
、
当
該
歌
で
は
「
天
在
る
」
と
い
う
枕
詞
を
承
け
る
文
字
に
、「
日
」
が
選
択
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
訓
仮
名
＋
音
仮
名
の
形
式
と
な
り
、
一
つ
の
地
名
表
記
内
で
仮
名
が
混
用
さ
れ
る
例
と
な
っ
て
い
る
j
。
こ
の
よ
う
な
例
は
、
地
名
表
記
の
自
由
な
在
り
方
、
そ
し
て
音
訓
交
用
に
対
す
る
寛
容
な
姿
勢
が
可
能
と
さ
せ
た
、「
文
字
表
現
」
の
具
体
的
な
例
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
に
お
い
て
、「
天
在
る
―
日
」
と
い
う
懸
詞
の
係
か
り
を
文
字
に
表
示
す
る
こ
と
は
、
修
辞
の
在
り
処
―
―
、
す
な
わ
ち
知
の
所
在
、
を
視
覚
の
上
に
明
ら
か
に
さ
せ
る
こ
と
で
も
あ
る
。
懸
詞
と
い
う
修
辞
を
文
字
の
上
に
表
わ
す
こ
と
は
、
「
こ
と
ば
」
を
読
む
た
め
、
、
、
、
に
文
字
が
あ
る
の
で
は
な
く
、
も
は
や
「
技
巧
の
た
め
、
、
、
、
、
」
の
文
字
と
し
て
、
そ
れ
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
を
物
語
ろ
う
。
そ
し
て
、
そ
れ
は
基
本
的
に
、
地
名
表
記
が
固
定
し
て
お
ら
ず
、
自
由
に
書
か
れ
た
こ
と
―
―
、
そ
も
そ
も
こ
の
自
由
性
に
つ
い
て
言
え
ば
、
そ
れ
ら
が
借
音
仮
名
（
意
味
を
も
た
な
い
音
列
表
記
）
で
書
き
取
ら
れ
て
き
た
こ
と
に
由
来
し
よ
う
―
―
に
こ
そ
、「
う
た
」
の
文
字
の
無
限
の
可
能
性
、
文
字
に
よ
る
意
匠
の
可
能
性
、
を
胚
胎
し
て
い
た
の
で
あ
る
k
。
ま
た
、「
う
た
」
の
構
成
全
体
に
文
字
の
「
意
味
」
を
響
か
せ
る
地
名
表
記
の
例
に
、
次
の
よ
う
な
連
作
歌
群
が
指
摘
で
き
る
。
嗚
呼
見
乃
浦
尓
あ
み
の
う
ら
に
船
乗
為
良
武
ふ
な
の
り
す
ら
む
嬬
等
之
を
と
め
ら
が
珠
裳
乃
須
十
二
た
ま
も
の
す
そ
に
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
13
四
寳
三
都
良
武
香
し
ほ
み
つ
ら
む
か
（
①
四
〇
）
釼
著
く
し
ろ
つ
く
手
節
乃
埼
二
た
ふ
し
の
さ
き
に
今
日
毛
可
母
け
ふ
も
か
も
大
宮
人
之
お
ほ
み
や
ひ
と
の
玉
藻
苅
良
武
た
ま
も
か
る
ら
む
（
①
四
一
）
潮
左
為
二
し
ほ
さ
ゐ
に
五
十
等
兒
乃
嶋
邊
い
ち
ご
の
し
ま
へ
榜
船
荷
こ
ぐ
ふ
ね
に
妹
乗
良
六
鹿
い
も
の
る
ら
む
か
荒
嶋
廻
乎
あ
ら
き
し
ま
み
を
（
①
四
二
）
「
網
の
浦
」
を
「
嗚
呼
見
乃
浦
」、「
伊
良
虞
」
を
「
五
十
等
兒
」
と
書
く
こ
と
は
、
妹
を
時
間
の
流
れ
に
沿
っ
て
求
心
的
に
慕
う
男
性
の
留
守
歌
と
し
て
、
三
首
の
展
開
に
「
意
味
」
の
恵
与
を
―
―
、
新
た
な
る
造
形
を
、
も
た
ら
し
て
い
る
。
そ
し
て
ま
た
、
華
や
か
な
腕
輪
を
飾
っ
た
女
性
の
手
首
の
表
象
と
し
て
あ
る
「
釼
つ
く
―
手
節
」
の
表
現
性
は
、「
嬬
等
」「
大
宮
人
」「
妹
」
と
フ
ォ
ー
カ
ス
さ
れ
て
い
く
、
ひ
と
り
の
女
性
の
際
立
っ
た
美
し
さ
を
、「
こ
と
ば
」
の
外
縁
か
ら
支
え
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
い
ま
挙
げ
た
例
の
よ
う
に
、
文
字
の
「
意
味
」
を
「
う
た
」
全
体
に
関
わ
ら
せ
て
、
新
た
な
造
形
を
呼
び
込
む
よ
う
な
文
字
用
法
は
、
既
に
前
節
で
見
た
「
縁
字
」
と
規
定
さ
れ
る
用
法
に
、
そ
れ
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
（
井
手
氏
の
分
類
す
る
、（
イ
）
歌
の
中
の
他
の
語
句
の
意
味
と
関
係
あ
る
場
合
）。
実
際
の
と
こ
ろ
、
人
麻
呂
に
は
、
こ
の
手
の
文
字
表
現
の
例
が
少
な
く
な
い
。
朝
影
　
吾
身
成
　
玉
垣
入
　
風、
所
見
　
去
子
故
（
⑪
二
三
九
四
）
一
日
、
、
千
重
敷
布
　
我
戀
　
妹
當
　
為
暮
零
所
見
　
　
　
（
⑩
二
二
三
四
）
l
足
常
　
母
養
子
　
眉
隠
　
隠
在
妹
、
、
、
見
依
鴨
（
⑪
二
四
九
五
）
泊
瀬
河
　
夕
渡
来
而
　
我
妹
兒
何
　
家
門
、
、
近
舂
二
家
里
（
⑨
一
七
七
五
）
文
字
の
意
味
を
、
歌
句
と
の
連
関
か
ら
表
記
し
た
縁
字
の
例
に
（
運
用
面
で
言
え
ば
、「
義
訓
」
に
近
い
）、
歌
集
歌
の
こ
の
よ
う
な
歌
う
た
が
指
摘
で
き
よ
う
。
こ
れ
ら
は
、
訓
仮
名
で
そ
れ
ぞ
れ
の
「
こ
と
ば
」
が
記
さ
れ
る
が
、
そ
の
文
字
の
持
つ
「
意
味
」
に
よ
っ
て
、「
こ
と
ば
」
の
外
側
に
、
新
た
な
る
映
像
を
創
り
出
し
て
い
る
例
で
あ
る
。「
タ
マ
カ
キ
ル
」
は
、「
玉
蜻
―
磐
垣
淵
」（
②
二
〇
七
）「
玉
蜻
―
夕
」
（
⑩
一
八
一
六
）
な
ど
と
歌
わ
れ
る
例
か
ら
類
推
す
る
に
、
原
義
的
に
は
、「
チ
ラ
チ
ラ
と
光
る
」「
か
す
か
に
光
る
」
と
い
う
意
味
の
「
こ
と
ば
」
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
当
該
歌
で
は
、「
風
」
を
「
ほ
の
か
」
と
訓
ま
せ
る
こ
と
と
連
動
し
て
、「
玉
垣
入
」
の
文
字
は
、
文
字
の
も
つ
意
味
の
ま
ま
に
、
玉
垣
の
間
か
ら
入
る
「
風
」
を
も
連
想
さ
せ
る
よ
う
に
作
用
し
て
い
る
。「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
を
直
接
に
表
語
す
る
の
で
は
な
い
、
文
字
の
連
想
の
な
か
に
あ
っ
て
効
果
を
発
揮
す
る
こ
れ
ら
の
文
字
用
法
は
、
ま
さ
に
「
う
た
」
の
た
め
の
「
文
字
表
現
」
と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
さ
ら
に
、
先
掲
の
留
京
歌
で
は
、「
連
想
的
な
用
字
」
と
考
え
ら
れ
る
（
先
述
の
井
手
至
氏
の
分
類
す
る
（
ロ
）
に
該
当
す
る
）、
数
仮
名
が
あ
ち
こ
ち
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
第
一
首
に
は
「
須
十
」「
三
都
」、
第
三
首
に
は
「
良
六
」
の
音
訓
交
用
が
見
ら
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
、
歌
群
全
体
に
配
さ
れ
る
数
仮
名
に
呼
応
し
て
仕
組
ま
れ
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
人
麻
呂
の
時
代
に
、
「
裾
（
ス
ソ
）」「
満
つ
（
ミ
ツ
）」
な
ど
の
正
訓
が
一
般
的
に
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
と
は
考
え
難
く
、
意
識
的
な
文
字
意
匠
と
し
て
用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
文
字
同
志
の
連
関
か
ら
、
数
仮
名
を
駆
使
し
た
人
麻
呂
の
他
の
例
に
、
左
散
難
弥
乃
　
志
我
能
　
一
云
比
良
乃
大
和
太
　
與
杼
六
友
　
昔
人
二、
亦
母
相
目
八、
毛
　
一
云
将
會
跡
母
戸
八
（
①
二
九
）
な
ど
が
あ
る
。
文
字
相
互
の
連
関
か
ら
、
数
仮
名
を
重
ね
用
い
た
た
め
に
、「
よ
ど
む
」
の
語
は
、
ひ
と
つ
の
単
語
内
で
音
訓
を
交
用
す
る
形
と
な
っ
て
い
る
。
同
様
、
「
早
敷
八
四
（
⑪
二
三
六
九
）」
な
ど
も
、
数
仮
名
を
敢
え
て
用
い
た
た
め
に
、
音
訓
を
交
用
す
る
例
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
ほ
か
、
文
字
同
志
の
意
味
連
関
か
ら
、
文
字
が
選
択
さ
れ
た
人
麻
呂
の
縁
字
の
例
に
は
、「
人
社
見
良
目
（
②
一
三
一
）」「
片
山、
木
之
（
⑩
一
八
一
八
）」、「
辛
苦、
（
⑨
一
七
二
一
）」、
ま
た
音
訓
交
用
例
以
外
で
は
、「
受
日
鶴
鴨
（
⑪
二
四
三
三
）」
14
な
ど
が
指
摘
で
き
る
で
あ
ろ
う
。
以
上
、
留
京
歌
の
地
名
表
記
の
ほ
か
、「
縁
字
」
と
考
え
ら
れ
る
人
麻
呂
の
文
字
表
現
の
幾
つ
か
を
見
て
き
た
。
こ
こ
に
取
り
上
げ
た
例
を
見
る
だ
け
で
も
、
漢
字
を
用
い
る
こ
と
に
対
し
、
人
麻
呂
が
、
よ
り
多
く
を
望
み
、
試
行
を
重
ね
て
い
た
過
程
が
窺
え
る
で
あ
ろ
う
。
単
に
音
列
に
即
し
て
、
勝
手
気
ま
ま
に
音
仮
名
・
訓
仮
名
を
交
え
て
書
い
た
の
で
は
な
い
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
一
定
の
志
向
性
が
察
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
確
認
ま
で
に
繰
り
返
す
が
、
こ
れ
ら
が
音
訓
交
用
の
形
式
で
あ
っ
て
も
、
文
字
表
現
と
し
て
許
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
の
背
景
に
は
、
音
訓
の
交
用
を
厭
わ
な
い
実
用
的
な
書
記
の
地
盤
が
あ
っ
た
こ
と
は
、忘
れ
て
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
の
交
用
体
を
、
単
な
る
音
訓
仮
名
の
入
り
乱
れ
た
状
態
と
し
て
用
い
る
の
で
は
な
く
、
文
字
を
創
造
す
る
、
、
、
、
も
の
と
し
て
、
意
識
的
に
用
い
る
在
り
方
は
、
既
に
、
文
字
表
現
の
ひ
と
つ
の
「
方
法
」
足
り
え
て
い
る
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
ま
た
、
こ
れ
ら
の
方
法
化
は
、「
歌
集
」
と
い
う
テ
キ
ス
ト
の
中
に
あ
っ
て
こ
そ
、
時
を
経
て
な
お
有
効
な
の
で
あ
り
、「
読
み
手
」
を
意
識
し
た
と
き
初
め
て
成
立
す
る
「
文
字
文
芸
」
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
の
よ
う
に
「
文
字
」
を
、
実
用
と
し
て
の
そ
れ
で
は
な
く
、「
う
た
」
の
た
め
の
文
字
と
し
て
昇
華
さ
せ
る
こ
と
は
、
い
た
っ
て
「
個
人
」
の
歌
作
の
領
域
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
で
あ
っ
た
と
想
像
さ
れ
る
。
そ
し
て
こ
の
「
文
字
に
よ
る
文
芸
」
は
、
人
麻
呂
を
も
っ
て
万
葉
集
に
開
花
す
る
の
で
あ
る
。
七
　
柿
本
人
麻
呂
の
仮
名
文
字
表
現
―
「
多
日
」「
夜
取
」「
色
妙
」
の
文
字
―
前
節
に
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
、
文
字
相
互
の
有
縁
関
係
を
示
す
文
字
表
現
、
一
首
全
体
の
文
脈
に
響
き
合
う
文
字
表
現
に
つ
い
て
、
人
麻
呂
の
例
を
中
心
に
検
討
し
て
き
た
m
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
、
い
っ
た
ん
文
字
化
す
る
べ
き
「
こ
と
ば
」
か
ら
乖
離
し
た
時
点
で
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
み
、「
鑑
賞
さ
れ
る
べ
き
、
、
、
、
、
、
、
」
も
の
で
あ
る
こ
と
は
否
め
ま
い
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ら
の
文
字
表
現
は
、
日
常
的
な
も
の
で
も
実
用
的
な
も
の
で
も
な
い
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
、「
こ
と
ば
」
に
直
接
し
な
い
と
い
う
点
に
お
い
て
、
物
名
歌
的
な
趣
向
を
―
―
、
そ
し
て
文
字
運
用
の
上
で
は
「
戯
書
」
へ
の
連
な
り
を
思
わ
せ
る
、「
文
字
遊
び
」
の
か
た
ち
が
萌
芽
し
て
い
る
こ
と
を
予
感
さ
せ
る
。
し
か
し
ま
た
、
こ
れ
ら
「
こ
と
ば
」
か
ら
離
れ
て
い
く
「
文
字
面
の
装
飾
技
巧
」
と
し
て
の
遊
戯
性
―
―
戯
書
と
し
て
の
方
向
性
を
示
唆
す
る
―
―
、
を
文
字
自
身
が
持
ち
始
め
る
方
向
に
あ
り
つ
つ
も
n
、
人
麻
呂
の
歌
に
は
な
お
、「
こ
と
ば
」
に
か
な
り
近
接
し
た
レ
ヴ
ェ
ル
で
の
文
字
技
巧
も
多
い
。「
竿
志
鹿
（
⑩
二
〇
九
四
）」「
足
我
枳
（
⑪
二
五
一
〇
）」「
為
便
（
②
二
〇
七
、
②
二
一
〇
、
⑪
二
三
六
八
）」
o
な
ど
の
よ
う
に
、
音
仮
名
に
交
え
て
用
い
ら
れ
る
訓
仮
名
は
、「
意
味
」
へ
の
傾
斜
の
も
と
に
表
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
り
、
ど
こ
ま
で
が
「
仮
名
」
と
し
て
自
覚
的
に
用
い
ら
れ
て
い
た
の
か
、
に
わ
か
に
は
判
断
し
難
い
o
。
こ
の
よ
う
な
、「
意
味
」
と
「
音
列
」
の
両
方
の
側
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
文
字
は
、
橋
本
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
p
、
文
字
表
現
に
お
い
て
効
率
の
高
い
用
法
で
あ
る
と
言
え
る
q
。
次
に
取
り
上
げ
る
、
安
騎
野
猟
歌
の
「
多
日
」「
夜
取
」
の
例
は
、
音
訓
交
用
の
形
式
を
採
り
な
が
ら
、「
う
た
」
一
首
全
体
に
、
特
別
な
意
味
を
付
与
し
て
い
る
も
の
で
、
前
節
ま
で
に
示
し
て
き
た
人
麻
呂
の
縁
字
の
用
例
と
と
も
に
、
注
意
さ
れ
る
。や
す
み
し
し
　
我
が
大
君
　
高
照
ら
す
　
日
の
皇
子
　
神
な
が
ら
　
神
さ
び
せ
す
と
　
太
敷
か
す
　
都
を
置
き
て
　
隠
口
の
　
初
瀬
の
山
は
　
真
木
立
つ
　
荒
き
山
道
を
　
岩
が
根
　
禁
樹
押
し
な
べ
　
坂
鳥
の
　
朝
越
え
ま
し
て
　
玉
限
る
　
夕
去
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
15
り
来
れ
ば
　
み
雪
降
る
　
安
騎
の
大
野
に
　
旗
す
す
き
　
小
竹
を
押
し
な
べ
　
草
枕
　
多、
日
夜、
取
せ
す
　
い
に
し
へ
思
ひ
て
（
①
四
五
）
こ
こ
に
指
摘
し
た
よ
う
な
「
多
日
」「
夜
取
」
の
文
字
は
、
歌
全
体
の
文
脈
と
有
機
的
に
関
連
し
な
が
ら
も
、「
こ
と
ば
」
そ
の
も
の
を
分
析
し
、
そ
こ
に
解
釈
の
場
を
与
え
る
視
点
が
、
強
く
残
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
「
タ
ビ
」「
ヤ
ド
ル
」
を
、「
多
日
」「
夜
取
」
と
書
い
た
例
は
、
万
葉
集
中
、
当
該
例
に
限
ら
れ
、も
ち
ろ
ん
他
文
献
で
も
こ
の
よ
う
に
書
か
れ
た
例
は
知
ら
れ
な
い
。
万
葉
集
に
お
い
て
「
タ
ビ
」
の
語
は
、「
客
（
①
六
九
、
③
四
一
五
ほ
か
）」、「
旅
（
①
六
七
、
①
七
五
、
②
一
四
二
ほ
か
）」、「
覊
（
④
五
四
九
、
④
五
六
六
、
⑬
三
二
五
二
ほ
か
）」
な
ど
と
書
か
れ
る
の
が
一
般
で
、
正
訓
字
を
主
体
と
す
る
歌
巻
で
そ
れ
を
わ
ざ
わ
ざ
「
仮
名
書
き
」
す
る
こ
と
は
殆
ど
例
が
な
い
（「
タ
ビ
」
の
仮
名
表
記
と
し
て
は
、「
多
鼻
（
①
五
七
）」「
多
比
（
⑦
一
二
三
四
）」
が
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
に
用
い
ら
れ
る
数
少
な
い
例
で
あ
る
）。
人
麻
呂
自
身
も
、「
タ
ビ
」「
ヤ
ド
ル
」
の
語
は
正
訓
字
で
表
わ
す
こ
と
を
常
と
し
て
い
る
も
の
で
（「
旅
（
①
四
六
、
①
一
九
四
）」「
羈
（
③
四
二
六
、
⑨
一
六
八
八
）」
「
宿
（
①
四
六
、
③
四
二
六
、
⑨
一
六
八
七
、
⑨
一
六
九
〇
、
⑨
一
七
〇
八
）」）、
当
該
歌
の
「
多
日
」「
夜
取
」
の
例
が
、
唯
一
の
仮
名
書
き
例
で
あ
る
。
一
方
、
万
葉
集
全
般
に
お
い
て
、「
ヤ
ド
ル
」
の
正
訓
字
は
、「
宿
」（
③
二
七
五
、
⑦
一
一
四
〇
、
⑨
一
七
九
一
、
⑩
二
一
〇
〇
ほ
か
）
の
文
字
が
安
定
的
に
用
い
ら
れ
た
字
訓
で
あ
り
、
仮
名
書
き
例
は
殆
ど
見
ら
れ
な
い
r
。
と
こ
ろ
で
、
既
に
「
字
訓
」
が
定
着
し
て
い
る
「
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
、
そ
の
字
訓
を
用
い
ず
、
新
た
な
言
語
解
釈
の
も
と
に
文
字
を
付
与
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
ど
う
い
う
事
態
な
の
で
あ
ろ
う
か
。「
こ
と
ば
」
を
、
分
か
り
や
す
く
読
み
や
す
く
、
他
者
に
伝
達
す
る
と
い
う
、
あ
り
得
べ
き
「
書
記
原
則
」
に
、
こ
れ
ら
の
行
為
が
適
わ
し
く
な
い
こ
と
は
予
期
さ
れ
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
書
記
の
原
則
を
超
え
て
あ
る
「
文
字
」
と
は
、
既
に
起
源
的
な
機
能
に
お
い
て
で
は
な
く
、「
文
芸
」
と
し
て
の
表
現
性
の
も
と
に
の
み
、
新
た
な
存
在
価
値
を
有
し
て
い
る
。
具
体
的
に
安
騎
野
猟
歌
に
つ
い
て
言
え
ば
、
特
別
な
一
夜
の
宿
り
を
、
順
次
、
時
間
軸
に
の
せ
て
歌
う
と
い
う
長
短
歌
の
結
構
に
お
い
て
、「
夜
取
」
の
文
字
は
、
旅
先
の
寝
ね
ら
れ
な
い
「
夜
」
の
情
景
を
、
読
み
手
に
喚
起
さ
せ
る
も
の
と
し
て
有
効
に
働
い
て
い
よ
う
。
「
多
日
」「
夜
取
」
の
文
字
は
、「
夜
」
を
越
え
て
安
騎
野
の
地
に
野
営
す
る
、
軽
皇
子
の
「
古いに
昔しへ
」
回
帰
の
念
と
と
も
に
、
そ
れ
が
単
な
る
「
こ
と
ば
」
と
し
て
示
さ
れ
る
以
上
の
、「
実
際
的
」
な
経
験
を
仄
め
か
す
も
の
と
し
て
、
読
み
手
に
迫
っ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
。
当
然
、
そ
こ
に
は
、
一
夜
を
経
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
軽
皇
子
が
ま
る
で
新
し
い
「
生
」
を
受
け
る
か
の
如
く
に
表
現
さ
れ
る
当
該
歌
の
主
層
に
も
、
遠
く
響
き
合
う
も
の
で
あ
る
（
古
代
の
一
日
が
夜
か
ら
始
ま
る
こ
と
は
周
知
の
こ
と
で
あ
ろ
う
）。
こ
れ
ら
の
文
字
は
、
概
念
語
で
あ
る
「
こ
と
ば
」
を
、
そ
の
ま
ま
意
味
を
も
っ
た
漢
字
に
置
き
換
え
る
と
い
う
発
想
で
は
な
く
、
文
字
化
さ
れ
る
べ
き
「
こ
と
ば
」
の
外
延
、
、
、
す
な
わ
ち
、
う
た
一
首
全
体
に
重
層
的
な
意
味
を
付
与
す
る
効
果
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
次
に
、
同
様
の
例
と
し
て
、
讃
岐
狭
岑
嶋
の
石
中
死
人
歌
の
「
色
妙
」
と
あ
る
音
訓
交
用
の
文
字
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
沖
つ
波
来
寄
る
荒
礒
を
色、
妙
の
枕
と
ま
き
て
寝
せ
る
君
か
も
（
②
二
二
二
）
万
葉
集
内
の
「
シ
キ
タ
ヘ
」
の
文
字
は
、「
敷
妙
（
①
七
二
）」、「
敷
細
（
③
三
四
八
、
③
四
六
〇
、
④
五
〇
七
、
④
六
一
五
ほ
か
）」、「
布
細
（
③
四
六
〇
、
④
六
三
六
）」、「
布
妙
（
⑫
二
八
八
五
）」
な
ど
、
い
ず
れ
も
、「
シ
キ
」
に
「
敷
」「
布
」
の
文
字
を
宛
て
て
い
る
も
の
で
（「
シ
ク
」
の
字
訓
と
し
て
定
着
し
て
い
た
か
）、「
色
妙
」
と
書
く
も
の
は
、
人
麻
呂
の
例
に
限
ら
れ
る
s
。
人
麻
呂
の
当
該
歌
以
外
の
用
例
16
も
同
じ
よ
う
に
、「
敷
妙
（
②
一
三
五
、
②
一
三
八
、
②
一
九
五
、
②
一
九
六
、
②
二
二
〇
）」、「
布
栲
（
②
二
一
七
）」、「
敷
白
（
⑪
二
四
一
〇
）」、「
敷
栲
（
⑪
二
四
八
三
）」、「
布
細
布
（
⑪
二
五
一
五
）」、「
敷
細
布
（
⑪
一
五
一
六
、
⑫
二
八
四
四
）」
な
ど
、
一
般
的
な
文
字
用
法
の
範
疇
に
収
ま
る
も
の
で
あ
る
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
石
中
死
人
歌
の
「
色
妙
」
の
み
が
、
特
異
な
例
に
な
る
の
だ
が
、
や
は
り
そ
こ
に
は
、
そ
れ
相
応
の
文
学
的
意
図
が
見
て
取
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
石
中
死
人
歌
に
お
い
て
、「
シ
キ
タ
ヘ
」
を
、
安
定
的
な
用
字
で
あ
る
「
敷
妙
」
「
布
細
」
と
記
さ
ず
、「
色
妙
」
と
書
い
た
の
は
、「
色
」「
妙
」
の
文
字
が
呼
び
起
こ
す
「
意
味
」
を
、
十
分
に
歌
全
体
に
活
か
そ
う
と
企
図
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
当
該
歌
の
「
色
妙
の
―
枕
」
の
表
現
を
見
る
と
き
、「
し
き
た
へ
」
の
語
そ
の
も
の
を
直
接
的
に
「
表
語
」
す
る
の
で
は
な
い
、「
色
」
の
文
字
が
喚
起
す
る
映
像
を
―
―
荒
磯
に
う
ち
寄
せ
る
色
と
り
ど
り
の
石
や
貝
を
―
―
、
視
覚
的
に
表
象
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
さ
ら
に
「
妙
な
る
」
と
表
現
さ
れ
る
「
色
妙
」
の
文
字
は
、
本
来
で
あ
れ
ば
「
愛
し
き
妻
」（
②
二
二
〇
長
歌
）
の
手
枕
で
、
味
寝
を
し
て
い
た
は
ず
の
旅
人
の
在
り
し
日
の
姿
を
、
艶
や
か
な
記
憶
と
と
も
に
読
み
手
に
思
い
起
こ
さ
せ
る
で
あ
ろ
う
。
「
し
き
た
へ
」
は
、「
袖
」
や
「
衣
」
に
係
か
る
枕
詞
で
あ
り
、
共
寝
の
イ
メ
ー
ジ
を
帯
び
て
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
周
知
の
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
「
色
妙
」
の
例
も
ま
た
、「
こ
と
ば
」
の
外
側
に
、
新
た
な
意
味
を
恵
与
さ
せ
る
文
字
遣
い
で
あ
り
、
用
字
の
機
能
か
ら
言
え
ば
、
一
種
の
「
義
訓
」
的
用
法
と
考
え
ら
れ
る
t
。
以
上
、
人
麻
呂
の
音
訓
交
用
例
の
う
ち
、「
う
た
」
の
情
調
を
豊
か
に
さ
せ
る
た
め
に
、
意
図
的
に
用
い
ら
れ
た
文
字
表
現
の
幾
つ
か
を
見
て
き
た
。
も
っ
と
も
、
「
う
た
」
の
主
想
を
外
延
か
ら
支
え
る
文
字
表
現
は
、
音
訓
交
用
の
例
に
限
ら
ず
、
す
べ
て
の
文
字
用
法
に
通
じ
る
も
の
で
、
人
麻
呂
が
用
い
る
有
意
の
訓
仮
名
（
熟
合
仮
名
を
含
む
）
に
も
、
そ
の
方
法
の
一
端
が
窺
え
る
u
。
こ
の
よ
う
に
、
文
字
を
「
装
飾
」
す
る
と
い
っ
た
趣
向
は
、「
こ
と
ば
」
を
い
か
に
文
字
に
表
わ
す
か
と
い
っ
た
「
語
」
と
「
意
味
」
の
直
接
的
な
対
応
か
ら
は
、
既
に
一
歩
も
二
歩
も
進
ん
だ
用
法
で
あ
っ
て
、
言
っ
て
み
れ
ば
、「
こ
と
ば
」
と
「
字
訓
」
の
安
定
の
上
に
成
り
立
つ
、
一
種
の
「
余
裕
」（
あ
そ
び
心
）
に
派
生
す
る
文
字
表
現
で
あ
る
。
「
戯
書
」
の
成
り
立
ち
が
、
訓
仮
名
と
連
続
的
で
あ
る
こ
と
は
既
に
説
か
れ
る
通
り
で
あ
る
が
v
、
人
麻
呂
作
歌
に
お
い
て
、
仮
名
書
き
語
彙
が
多
く
見
ら
れ
、
附
属
語
が
仮
名
書
き
さ
れ
る
在
り
方
か
ら
は
、
巨
視
的
に
見
て
、「
仮
名
」
で
「
こ
と
ば
」
を
記
し
置
こ
う
と
い
う
志
向
が
確
か
に
存
在
し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る（
音
列
を
示
し
、
読
み
誤
ら
れ
な
い
た
め
に
、「
仮
名
」
は
あ
る
）。
川
端
善
明
氏
は
、
万
葉
集
の
文
字
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
るw
。
例
え
ば
『
万
葉
集
』
が
華
麗
に
文
字
を
表
現
す
る
こ
と
の
中
核
に
は
、
華
麗
な
表
現
の
中
に
沈
殿
す
る
も
の
の
自
然
と
し
て
、
安
定
的
な
文
字
使
用
の
一
般
が
あ
り
、
そ
れ
が
ま
た
、
文
字
を
表
現
す
る
こ
と
を
支
え
る
の
で
あ
る
。
氏
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
文
字
の
普
及
が
底
辺
に
あ
っ
て
、
そ
の
上
に
さ
ら
な
る
「
文
字
表
現
」
が
行
わ
れ
る
と
い
う
指
摘
は
興
味
深
い
。
こ
れ
ら
の
文
字
用
法
が
、
「
戯
書
」
に
連
な
る
こ
と
は
既
に
述
べ
た
が
、
文
字
の
定
着
の
上
に
成
り
立
つ
「
文
字
表
現
」
は
、
最
低
限
に
伝
え
る
こ
と
（「
こ
と
ば
」
を
表
語
す
る
こ
と
）
を
越
え
て
、「
う
た
」
の
文
字
の
「
方
法
」
と
し
て
万
葉
集
に
現
出
す
る
の
で
あ
る
x
。
八
　
お
わ
り
に
人
麻
呂
の
時
代
に
あ
っ
て
、
音
訓
の
仮
名
を
交
え
る
こ
と
は
日
常
的
な
文
字
法
と
し
て
違
和
感
な
く
用
い
ら
れ
て
い
た
。
そ
の
日
常
性
は
、
人
麻
呂
の
文
字
遣
い
の
幾
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
17
例
か
に
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
人
麻
呂
に
と
っ
て
よ
り
特
徴
的
だ
っ
た
の
は
、
そ
れ
を
単
に
無
秩
序
に
用
い
る
の
で
は
な
く
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
、
よ
り
高
次
の
も
の
に
昇
華
さ
せ
、
再
生
さ
せ
る
と
い
う
文
字
用
法
の
方
法
化
で
あ
っ
た
。そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
文
芸
的
な
文
字
表
現
―
―
、
文
字
に
対
す
る
一
種
の
「
余
裕
」
の
上
に
成
り
立
つ
文
字
表
現
―
―
は
、「
安
定
的
な
文
字
使
用
の
一
般
」
に
、
十
分
に
支
え
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
発
展
を
遂
げ
る
も
の
で
あ
っ
た
。「
訓
み
」
の
確
立
は
、
字
訓
の
定
着
、
仮
名
の
定
着
を
絶
対
条
件
と
し
て
い
る
。
「
字
訓
」
が
既
に
定
着
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
「
こ
と
ば
」
に
対
し
、
新
た
な
文
字
に
よ
っ
て
「
意
味
」
を
与
え
る
在
り
方
（「
多
日
」「
夜
取
」「
色
妙
」）
は
、
倭
語
に
適
し
た
漢
字
が
な
か
っ
た
た
め
に
義
訓
表
記
さ
れ
た
例
―
―
「
足
沾
」「
意
追
」「
不
顔
面
」
な
ど
―
―
、
と
は
そ
の
発
想
上
に
お
い
て
明
ら
か
に
異
な
る
も
の
で
あ
ろ
う
（
そ
の
際
、「
戯
書
」
が
「
仮
名
」
と
連
続
的
で
、
本
来
、
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
「
こ
と
ば
」
が
意
図
的
に
戯
書
化
さ
れ
た
、
と
い
う
過
程
に
留
意
し
た
い
）。
こ
の
決
定
的
な
差
異
は
、「
こ
と
ば
」
の
復
元
に
拘
わ
ら
ず
「
う
た
」
全
体
を
読、
ま
れ
る
、
、
、
べ
き
も
の
と
し
て
文
字
を
表
現
す
る
、
、
、
、
、
、
、
在
り
方
（
文
字
が
そ
れ
自
身
、
発
動
し
始
め
る
）
と
、「
う
た
」
の
「
こ
と
ば
、
、
、
」
に
近
接
、
、
、
し
、
訓
詁
の
限
り
を
尽
く
し
て
、
こ
と
ば
を
表
現
す
る
、
、
、
、
、
、
、
、
在
り
方
、
と
の
根
本
的
違
い
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
も
そ
も
、「
う
た
」
の
主
想
に
無
関
係
に
使
わ
れ
る
文
字
技
巧
は
、「
戯
書
」
（「
三
伏
一
向
」「
牛
鳴
」「
山
上
復
有
山
」）
や
、「
物
名
」
を
懸
詞
式
に
詠
み
込
ん
だ
例
に
見
ら
れ
る
が
、
物
名
と
い
う
技
法
は
、『
万
葉
集
』
に
は
ま
だ
例
を
多
く
し
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
y
。
人
麻
呂
の
歌
に
、
明
ら
か
に
「
戯
書
」
と
呼
べ
る
よ
う
な
文
字
技
巧
が
見
ら
れ
ず
、
意
図
的
な
文
字
表
現
と
は
言
っ
て
も
、「
う
た
」
一
首
全
体
に
関
わ
る
と
こ
ろ
で
文
字
が
機
能
し
て
い
る
こ
と
は
、
い
ま
こ
こ
で
十
分
に
注
意
さ
れ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
人
麻
呂
の
文
字
表
現
の
方
法
は
、
飽
く
ま
で
「
う
た
」
の
情
調
を
主
と
し
て
織
り
成
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
文
字
そ
の
も
の
が
技
巧
さ
れ
る
「
文
字
遊
び
」
と
い
っ
た
領
域
に
ま
で
、
い
ま
だ
至
っ
て
い
な
い
こ
と
を
、
再
確
認
し
て
お
き
た
い
。
も
ち
ろ
ん
、
文
字
遊
戯
的
な
も
の
の
萌
芽
と
し
て
、「
仮
名
」
か
ら
発
想
さ
れ
る
「
多
日
」「
夜
取
」「
色
妙
」
な
ど
の
文
字
が
あ
り
、
ま
た
、
留
京
歌
に
見
ら
れ
た
数
仮
名
を
視
覚
的
に
散
り
ば
め
て
用
い
る
よ
う
な
、「
う
た
」
の
主
層
と
無
縁
な
「
技
巧
」
が
存
す
る
こ
と
も
、
敢
え
て
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
本
論
で
は
、
音
訓
仮
名
の
交
用
に
つ
い
て
、
木
簡
の
交
用
表
記
、
万
葉
集
の
交
用
表
記
、
そ
し
て
人
麻
呂
の
交
用
表
記
を
、
順
を
追
っ
て
見
て
き
た
。
特
別
な
意
識
の
な
い
ま
ま
、
無
秩
序
に
用
い
ら
れ
た
上
代
文
字
資
料
の
一
般
を
確
認
し
た
上
で
、
そ
れ
が
万
葉
集
や
人
麻
呂
の
用
字
に
も
現
わ
れ
て
き
て
い
る
こ
と
を
連
続
相
と
し
て
捉
え
つ
つ
論
じ
て
き
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
が
一
た
び
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
、
意
図
的
な
技
巧
を
伴
っ
て
交
用
さ
れ
る
と
き
に
は
、
新
し
い
文
芸
的
な
文
字
表
現
と
し
て
、「
う
た
」
の
上
に
屹
立
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
ひ
と
つ
ひ
と
つ
の
用
例
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
ま
だ
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
ま
た
、
万
葉
集
全
体
に
お
け
る
文
字
表
現
が
、
ど
の
よ
う
な
方
向
性
を
辿
っ
て
、「
読
ま
れ
る
」
文
字
と
し
て
の
「
技
巧
」
を
連
ね
て
い
く
の
か
、
後
期
万
葉
を
含
む
巨
視
的
な
視
点
も
必
要
と
な
っ
て
こ
よ
う
。
今
後
、
さ
ら
な
る
検
討
を
重
ね
た
く
思
う
。
注
（
１
）
稲
岡
耕
二
氏
『
人
麻
呂
の
表
現
世
界
―
古
体
歌
か
ら
新
体
歌
へ
―
』（
岩
波
書
店
1991
・7
）、（「
総
訓
字
表
記
へ
の
志
向
と
そ
の
転
換
・
上
」『
万
葉
集
研
究
』
第
二
一
集1997
・3
、「
総
訓
字
表
記
へ
の
志
向
と
そ
の
転
換
・
下
」
第
二
二
集1998
・7
）
（
２
）
拙
論
ａ
「
難
波
津
の
落
書
―
仮
名
書
き
の
文
字
資
料
の
な
か
で
―
」（『
国
文
目
白
』
四
四
号2005
・2
）、
ｂ
「
音
仮
名
と
訓
仮
名
を
交
え
た
表
記
―
万
葉
集
仮
名
書
き
歌
巻
18
と
和
歌
木
簡
資
料
を
中
心
に
―
」（『
日
本
女
子
大
学
紀
要
文
学
部
』
五
四
号2005
・3
）、
ｃ
「
上
代
文
字
資
料
に
お
け
る
音
訓
仮
名
の
交
用
表
記
―
難
波
津
の
歌
な
ど
の
木
簡
資
料
を
中
心
に
―
」（『
高
岡
市
万
葉
歴
史
館
紀
要
』
第
一
五
号2005
・3
）
（
３
）
日
常
的
な
文
字
遣
い
に
、
音
訓
仮
名
の
交
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
犬
飼
隆
氏
「
観
音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
の
史
的
位
置
」（『
国
語
と
国
文
学
』
第
七
六
巻
五
号1999
・5
）、
同
氏
「
七
世
紀
木
簡
の
国
語
史
的
意
義
」（『
木
簡
研
究
』
二
三
号2001
・11
）、
東
野
治
之
氏
「
出
土
資
料
か
ら
み
た
漢
文
の
受
容
―
漢
文
学
展
開
の
背
景
―
」（『
国
文
学
』
四
四
巻
一
一
号1999
・9
）、
和
田
萃
氏
「
古
代
難
波
の
景
観
―
遺
跡
・
遺
物
か
ら
み
た
歴
史
と
文
学
―
」（『
文
学
』
第
一
巻
第
五
号2000
・9
）、
西
崎
亨
氏
「
木
簡
に
見
え
る
複
数
表
記
地
名
の
考
察
―
非
文
献
資
料
に
お
け
る
文
字
研
究
の
視
点
―
」（『
武
庫
川
国
文
』
第
六
一
号2003
・3
）
な
ど
に
指
摘
が
あ
る
。
（
４
）
「
為
暮
」
に
つ
い
て
は
、
内
田
賢
徳
氏
「
歌
の
中
の
漢
字
表
現
―
訓
字
と
仮
名
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
萬
葉
』
一
六
一
号1997
・5
）、
同
氏
「
萬
葉
し
ぐ
れ
考
」（『
こ
と
ば
と
こ
と
の
は
』
一
〇
集1993
・12
、『
上
代
日
本
語
表
現
と
訓
詁
』
塙
書
房2005
・9
所
収
）
が
、
仮
名
と
意
味
と
の
交
渉
を
説
く
。「
丹
穂
」
は
、
佐
佐
木
隆
氏
「『
萬
葉
集
』
の
〈
丹
〉
字
と
〈
穂
〉
字
―
表
意
性
と
義
訓
の
方
法
―
」（『
国
語
と
国
文
学
』
七
六
巻
五
号1999
・5
、『
上
代
語
の
表
現
と
構
文
』2000
・4
所
収
）
参
照
の
こ
と
。「
為
便
」
は
、
拙
稿
「
人
麻
呂
の
『
為
便
』
表
記
試
論
―
表
意
文
字
と
仮
名
文
字
の
あ
い
だ
―
」
(
『
上
代
文
学
』
八
五
号2000
・11
）
に
触
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
（
５
）
山
口
佳
紀
氏
「
訓
仮
名
の
役
割
―
一
字
一
音
の
場
合
―
」『
古
事
記
の
表
記
と
訓
読
』
有
精
堂1995
・9
）
に
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。「
古
事
記
の
表
記
は
、
本
文
の
読
解
、
、
、
、
、
を
容
易
か
つ
確
実
な
ら
し
め
る
た
め
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
に
、
さ
ま
ざ
ま
の
工
夫
が
施
さ
れ
て
い
る
。
音
仮
名
に
訓
仮
名
を
混
じ
え
る
際
の
方
法
も
、
右
の
目
的
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の
一
環
と
し
て
捉
え
る
こ
と
が
出
来
る
。（
傍
点
引
者
）」
（
６
）
橋
本
四
郎
氏
「
訓
仮
名
を
め
ぐ
っ
て
」（『
萬
葉
』
三
三
号
、1959
・10
初
出
、『
橋
本
四
郎
論
文
集
国
語
学
編
』1986
・12
）
（
７
）
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
。
（
８
）
拙
論
（
注
２
）
ｃ
論
文
に
、
木
簡
の
和
歌
資
料
に
見
ら
れ
る
音
訓
仮
名
の
交
用
例
を
可
能
な
限
り
列
挙
し
た
。
（
９
）
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
は
、
万
葉
集
に
頻
度
が
高
く
用
い
ら
れ
る
訓
仮
名
と
し
て
、
「
日
」「
名
」「
手
」「
見
」「
田
」「
津
」「
目
」「
屋
」
を
挙
げ
る
。
な
お
、
正
倉
院
仮
名
文
書
二
通
に
「
田
」「
日
」
の
訓
仮
名
が
あ
る
。
（
10
）
「
江
」
の
訓
仮
名
は
防
人
に
三
首
四
例
が
見
ら
れ
、
⑭
の
「
う
ち
え
す
る
」
の
「
え
」
は
、「
う
ち
よ
す
る
」
が
転
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
⑬
⑮
の
例
も
、「
ち
ち
は
は
よ
」
「
こ
え
（
越
え
）」
と
あ
る
べ
き
も
の
の
転
用
で
あ
る
。
防
人
歌
に
「
訓
仮
名
」
が
多
い
こ
と
は
、
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
が
触
れ
る
と
こ
ろ
だ
が
、
い
ま
「
う
た
」
の
資
料
の
問
題
を
考
え
る
と
き
、
看
過
で
き
な
い
点
を
孕
む
だ
ろ
う
。
（
11
）
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
は
、「
一
音
節
の
正
訓
字
は
、
主
流
が
一
字
一
音
で
あ
る
だ
け
に
、
逆
に
訓
仮
名
の
意
識
を
伴
っ
て
は
い
な
い
か
」
と
述
べ
、
特
に
「
見
」「
宿
」
「
児
」
の
三
字
に
つ
い
て
、「
仮
名
の
側
へ
の
片
寄
り
」
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
言
及
す
る
。
川
端
善
明
氏
「
万
葉
仮
名
の
成
立
と
展
相
」（『
日
本
文
化
の
探
求
文
字
』
社
会
思
想
社
1975
・7
）
も
同
様
、「
一
音
節
と
い
う
形
態
の
中
で
、
正
訓
字
は
言
わ
ば
訓
仮
名
性
を
与
え
ら
れ
て
い
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
（
12
）
万
葉
集
に
は
、
⑨
の
類
歌
が
二
首
見
ら
れ
、
い
ず
れ
も
正
訓
字
主
体
歌
巻
に
収
め
ら
れ
る
。
参
考
ま
で
に
掲
げ
て
お
く
。
…
玉
有
者
　
手
尓
巻
持
而
　
衣
有
者
　
脱
時
毛
無
吾
吾
戀
…
（
②
一
五
〇
）
玉
有
者
　
手
二
母
将
巻
乎
　
欝
瞻
乃
　
世
人
有
者
　
手
二
巻
難
石（
家
持
④
七
二
九
）
（
13
）
こ
の
よ
う
な
「
和
歌
」
木
簡
の
書
記
法
を
見
る
に
つ
け
、
果
た
し
て
、「
世
牟
止
而
」（
飛
鳥
池
遺
跡
木
簡
、『
木
簡
研
究
』
二
一
号1999
・11
）
な
ど
と
あ
る
「
文
書
」
木
簡
の
書
記
体
と
の
違
い
が
ど
こ
ま
で
認
め
ら
れ
る
の
か
、
我
々
は
今
後
、
慎
重
に
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
（
14
）
山
口
氏
（
注
５
）
論
文
。
（
15
）
例
え
ば
巻
一
・
雄
略
天
皇
歌
を
例
に
す
る
と
、
橋
本
氏
の
調
査
で
は
、「
師
吉
名
倍
手
」
の
一
例
の
み
が
数
え
ら
れ
、「
母
乳
」「
押
奈
戸
手
」「
我
許
背
歯
」「
名
雄
毛
」
な
ど
は
、
意
識
さ
れ
た
文
字
面
で
あ
る
こ
と
や
（「
母
乳
」）、
附
属
語
で
あ
る
な
ど
の
判
断
に
よ
り
、
除
外
さ
れ
て
い
る
。
（
16
）
「
う
た
」
以
外
の
上
代
文
字
資
料
の
音
訓
交
用
例
は
、
拙
論
（
注
２
）
ｂ
ｃ
参
照
の
こ
と
。
本
論
に
挙
げ
た
訓
仮
名
は
ｃ
論
文
（
四
節
「
上
代
文
字
資
料
に
お
け
る
音
訓
交
用
」）
に
掲
出
し
た
例
を
順
に
指
摘
し
た
も
の
。
な
お
、
前
稿
に
挙
げ
な
か
っ
た
例
に
、
美
濃
国
戸
籍
の
「
阿
杼
弥
刀
御
賣
」「
志
女
移
賣
」「
阿
根
」、
下
総
国
戸
籍
「
真
目
乃
古
賣
」「
古
富
根
賣
」、
正
倉
院
仮
名
書
き
文
書
の
「
田
」「
日
」
の
訓
仮
名
字
母
な
ど
が
あ
る
。
ほ
か
、
山
ノ
上
碑
文
「
…
佐
野
三
家
定
賜
建
守
命
孫
…
」、「
須
々
木
」「
加
須
津
毛
」
言
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
19
（
平
城
宮
木
簡
）、「
阿
手
良
」（
長
屋
王
木
簡
）、「
波
真
古
賣
」「
真
目
乃
古
賣
」（
下
総
国
戸
籍
）、「
与
久
多
麻
礼
留
弥
津
可
奈
」（
常
陸
国
風
土
記
）、「
加
牟
加
皮
手
」
「
加
ツ
遠
木
太
比
」（
石
神
遺
跡
木
簡
『
木
簡
研
究
』
二
七
号2005
・11
）、「
加
田
□
〔
判
カ
〕
」
（
藤
原
京
木
簡
『
木
簡
研
究
』
二
七
号
）
な
ど
。
（
17
）
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
に
、
混
用
が
な
さ
れ
る
場
合
に
つ
い
て
、「
す
で
に
起
源
的
な
性
格
を
止
揚
し
て
、
仮
名
一
般
と
い
う
べ
き
性
格
を
獲
得
し
つ
つ
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
」「
混
用
で
あ
る
こ
と
を
意
識
に
上
せ
な
い
性
格
を
身
に
つ
け
つ
つ
あ
っ
た
こ
と
は
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
指
摘
が
あ
る
。
（
18
）
逆
に
言
え
ば
、「
字
訓
」
の
定
着
自
体
が
か
つ
て
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
、
も
う
少
し
早
く
設
定
で
き
る
も
の
か
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、
近
年
の
文
字
資
料
か
ら
、
訓
仮
名
の
生
成
に
つ
い
て
、
拙
稿
（
注
２
）
ｂ
論
文
に
触
れ
た
。
（
19
）
ａ
ｂ
は
、
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
に
も
指
摘
が
あ
る
。
（
20
）
ｆ
「
河
波、
」
ｇ
「
尓
保
敝
流
香
」
の
用
例
も
同
様
、「
意
味
」
へ
の
分
析
的
配
慮
が
十
分
に
窺
え
る
の
で
あ
り
、
単
純
に
割
り
切
っ
て
そ
れ
を
音
仮
名
と
考
え
る
こ
と
が
正
し
い
理
解
な
の
か
、
躊
躇
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
（
21
）
同
様
の
こ
と
は
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
の
音
訓
仮
名
の
交
用
例
に
も
見
ら
れ
る
。
例
の
み
挙
げ
る
が
、
①
②
は
混
用
さ
れ
る
訓
仮
名
の
例
、
③
④
は
、
音
仮
名
の
例
で
あ
る
。①
君
尓
戀
　
痛
毛
為
便
無
見
　
楢
山
之
　
小
松
下
尓
　
立
嘆
鴨（
笠
女
郎
④
五
九
三
）
②
白
栲
尓
　
丹
保
布
信
土
之
　
山
川
尓
　
吾
馬
難
　
家
戀
良
下
（
⑦
一
一
九
二
）
③
難
波
方
　
塩
干
勿
有
曽
祢
　
沈
之
　
妹
之
光
儀
乎
　
見
巻
苦
流
思
母
（
河
辺
宮
人
②
二
二
九
）
④
三
埼
廻
之
　
荒
礒
尓
縁
　
五
百
重
浪
　
立
毛
居
毛
　
我
念
流
吉
美
（
門
部
連
石
足
④
五
六
八
）
（
22
）
井
手
至
氏
「
掛
け
詞
の
源
流
」（『
人
文
研
究
（
大
阪
市
立
大
学
）』
二
一
巻
六
分
冊
1970
・3
初
出
、『
遊
文
録
国
語
史
篇
二
』
和
泉
書
院1999
・1
）
（
23
）
「
ハ
タ
ワ
ス
ラ
レ
ズ
」（『
童
蒙
抄
』『
万
葉
考
』）
の
訓
み
が
あ
り
、「
半
手
」
を
音
訓
交
用
で
、「
ハ
タ
」
と
訓
む
説
が
あ
る
。
な
お
、
井
手
至
氏
「
万
葉
語
『
は
た
』
の
意
味
用
法
を
め
ぐ
っ
て
―
附
『
半
手
不
忘
』
の
解
明
―
」（『
萬
葉
』
二
七
号1958
・4
）
は
、「
半
（
ハ
タ
）」「
手
不
忘
（
タ
ワ
ス
レ
ズ
）」
と
訓
じ
、
澤
瀉
『
注
釈
』、『
集
成
』、
稲
岡
『
全
注
』、
福
沢
武
一
氏
「
万
葉
の
ハ
タ
（
将
）
と
史
的
推
移
」（『
上
田
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
第
九
号1986
・3
）
な
ど
が
こ
の
訓
に
よ
る
。
ま
た
、
佐
竹
昭
広
氏
「
さ
ね
・
か
つ
て
考
―
萬
葉
語
彙
―
」（『
国
語
国
文
』
二
〇
巻
六
号1951
・8
初
出
、
の
ち
「『
都
』『
曾
』
の
或
る
場
合
」
と
題
し
て
『
萬
葉
集
抜
書
』
岩
波
書
店1980
・5
に
所
収
）
は
、「
半
手
（
カ
ツ
テ
）」「
手
不
忘
（
タ
ワ
ス
レ
ズ
）」
と
訓
み
、
塙
本
、
全
集
本
、
新
編
全
集
（
カ
タ
テ
）、
小
伏
志
穂
氏
「『
半
手
不
忘
』（
巻
第
十
一
・
二
三
八
三
）
を
め
ぐ
っ
て
」（『
国
文
学
』（
関
西
大
）
七
六
号1997
・9
）
な
ど
が
従
う
。
訓
の
決
定
は
難
し
い
が
、
私
見
で
は
「
ハ
タ
」
と
訓
じ
る
例
と
し
て
、
こ
こ
に
掲
出
し
た
。
（
24
）
人
麻
呂
の
音
訓
交
用
例
は
、
稲
岡
耕
二
氏
『
萬
葉
表
記
論
』（
塙
書
房1976
・11
）
の
音
訓
交
用
例
を
参
考
に
し
つ
つ
、
幾
つ
か
の
例
を
新
た
に
加
え
た
。
本
論
で
既
に
触
れ
た
が
、
橋
本
氏
が
計
上
し
た
正
訓
字
主
体
歌
巻
の
用
例
よ
り
、
私
見
で
は
、
か
な
り
の
用
例
を
数
に
加
え
た
。
氏
の
基
本
的
見
解
は
、
音
訓
の
無
秩
序
な
混
用
は
殆
ど
な
い
と
い
う
立
場
で
用
例
数
を
検
討
し
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
本
稿
で
は
、
混
用
が
な
さ
れ
る
訓
仮
名
字
母
の
種
類
の
調
査
、
ま
た
無
秩
序
な
混
用
と
、「
う
た
」
の
文
字
の
混
用
と
の
違
い
を
見
極
め
る
こ
と
を
、
主
た
る
目
的
と
す
る
た
め
、
ひ
と
ま
ず
広
く
掲
出
す
る
こ
と
に
し
た
。
（
25
）
山
口
佳
紀
氏
（
注
５
）
論
文
。
他
に
、「
三
毛
侶
之
」（
⑦
一
〇
九
三
）、「
片
山
木
之
」（
⑩
一
八
一
八
）
な
ど
の
例
を
指
摘
す
る
。
（
26
）
「
和
多
豆
」
は
、
或
本
歌
で
あ
る
一
三
八
歌
に
「
柔
田
津
」
と
あ
り
、「
ニ
キ
タ
ヅ
」
と
訓
じ
る
の
が
妥
当
か
と
思
わ
れ
る
が
、『
講
義
』『
全
註
釈
』、
稲
岡
『
全
注
』
な
ど
に
「
ワ
タ
ヅ
」
と
訓
み
、
判
断
は
難
し
い
。
（
27
）
直
木
孝
次
郎
氏
「
古
事
記
の
国
名
表
記
に
つ
い
て
」（『
飛
鳥
奈
良
時
代
の
研
究
』
塙
書
房1975
）、
な
お
舘
野
和
己
氏
「
木
簡
の
表
記
と
記
紀
」（『
国
語
と
国
文
学
』
七
八
巻
一
一
号2001
・11
）
は
、『
古
事
記
』
と
最
新
の
木
簡
の
地
名
表
記
と
を
照
合
さ
せ
た
論
が
見
え
、
示
唆
的
で
あ
る
。
（
28
）
人
麻
呂
の
地
名
表
記
、
お
よ
び
初
期
万
葉
・
木
簡
資
料
に
見
ら
れ
る
地
名
表
記
に
つ
い
て
は
、
別
稿
の
準
備
が
あ
る
。
（
29
）
地
名
表
記
が
固
定
化
し
た
の
は
、
和
銅
六
〔713
〕
年
、『
風
土
記
』
撰
進
の
命
と
と
も
に
発
せ
ら
れ
た
、「
甲
子
、
畿
内
七
道
諸
国
郡
郡
名
、
着
二
好
字
一
」『
続
紀
』
と
あ
る
勅
命
を
契
機
と
す
る
。
但
し
、
七
世
紀
代
よ
り
用
い
ら
れ
て
い
た
慣
用
表
記
が
一
般
に
通
行
し
て
い
た
た
め
、
新
し
い
好
字
の
地
名
は
な
か
な
か
定
着
せ
ず
、
奈
良
朝
以
後
も
、
多
く
の
国
・
郡
・
里
名
に
さ
ま
ざ
ま
な
表
記
が
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
20
（
30
）
地
名
表
記
と
懸
詞
は
、
そ
こ
に
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
展
開
を
見
得
る
と
い
う
視
点
か
ら
、
拙
稿
「
懸
詞
的
用
法
に
お
け
る
文
字
選
択
―
人
麻
呂
の
序
詞
を
中
心
に
―
」（『
美
夫
君
志
』
第
六
九
号2004
・11
）
に
論
じ
た
。
本
論
で
触
れ
た
以
外
に
、
次
の
よ
う
な
例
も
同
様
の
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
妹
門
い
も
が
か
ど
入
出
見
川
乃
い
り
い
づ
み
が
は
の
床
奈
馬
尓
と
こ
な
め
に
三
雪
遺
み
ゆ
き
の
こ
れ
り
未
冬
鴨
い
ま
だ
ふ
ゆ
か
も
（
⑨
一
九
八
五
）
劔
後
た
ち
の
し
り
鞘
納
野
迩
さ
や
に
い
り
の
に
葛
引
吾
妹
く
ず
ひ
く
わ
ぎ
も
真
袖
以
ま
そ
で
も
ち
著
點
等
鴨
き
せ
て
む
と
か
も
夏
草
苅
母
な
つ
く
さ
か
る
も（
⑦
一
二
七
二
）
（
31
）
人
麻
呂
の
例
と
同
様
、
一
般
的
な
地
名
表
記
で
は
な
く
、
懸
詞
を
成
立
さ
せ
る
た
め
に
文
字
を
撰
ん
だ
万
葉
集
の
例
に
、「
我
妹
子
に
ま
た
も
相
海
の
安
の
川
安
眠
も
寝
ず
に
恋
ひ
渡
る
か
も
（
⑫
三
一
五
七
）」、「
…
我
が
心
尽
の
山
の
も
み
ち
葉
の
散
り
過
ぎ
に
き
と
君
が
た
だ
か
を
（
⑬
三
三
三
三
）」、「
ま
そ
鏡
見
名
淵
山
は
今
日
も
か
も
白
露
置
き
て
黄
葉
散
る
ら
む
（
⑩
二
二
〇
六
）」
な
ど
が
見
ら
れ
、
や
は
り
「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
工
夫
が
察
せ
ら
れ
る
。
（
32
）
「
為
暮
」
に
つ
い
て
は
、
内
田
賢
徳
氏
（
注
４
）
論
文
に
指
摘
が
あ
る
。
氏
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「『
為
暮
』
と
い
う
表
記
は
、
一
応
借
訓
で
あ
る
が
、
し
ぐ
れ
が
た
び
重
な
り
、
と
う
と
う
妹
の
所
に
行
け
な
か
っ
た
長
い
一
日
の
暮、
れ
な
ん
と
為、
る
頃
の
し
ぐ
れ
と
い
う
意
味
を
歌
の
中
か
ら
析
出
す
る
よ
う
な
、
し
ぐ
れ
、
、
、
に
そ
れ
な
り
の
意
義
を
解
釈
す
る
、
一
種
の
義
訓
性
も
も
つ
（
傍
点
マ
マ
）」
（
33
）
こ
れ
ら
の
分
類
は
、
井
手
至
氏
（
注
22
）
論
文
に
よ
る
が
、
川
端
氏
（
注
11
）
論
文
の
な
か
で
は
、
次
の
よ
う
に
三
分
類
さ
れ
る
。（
一
）
全
体
と
し
て
の
文
脈
と
有
機
的
に
関
連
す
る
場
合
、（
二
）
歌
と
し
て
の
文
脈
の
外
に
何
ら
か
の
意
味
を
作
り
出
す
場
合
、（
三
）
文
中
の
他
の
字
（
語
）
と
の
連
想
的
な
関
連
を
も
つ
場
合
、
で
あ
る
。
（
34
）
「
文
字
面
の
装
飾
技
巧
」
に
つ
い
て
は
、
川
端
氏
（
注
11
）
論
文
の
述
べ
る
と
こ
ろ
。
な
お
、
氏
は
、
熟
合
仮
名
の
幾
つ
か
を
挙
げ
（
猿
尾
ま
し
お
、
禁
屋
さ
へ
や
、
鶴つる
鴨かも
、
鳥と
屋や
、
孤こ
悲ひ
な
ど
）、
そ
の
技
巧
性
が
運
用
面
に
お
い
て
、
い
わ
ゆ
る
戯
書
に
通
じ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。
訓
仮
名
に
対
す
る
戯
書
の
関
係
は
、
正
訓
字
に
対
す
る
義
訓
字
の
そ
れ
に
等
し
い
。
正
訓
字
が
漢
字
と
訓
の
安
定
的
な
対
応
に
あ
る
の
に
対
し
、
義
訓
字
は
、
訓
へ
の
解
釈
が
特
殊
で
あ
っ
て
、
そ
れ
が
そ
の
用
字
を
非
一
般
性
、
衒
学
的
、
或
い
は
訓
詁
的
に
し
て
い
る
も
の
で
あ
る
。「
猶タ
預ユ
不タ
定フ
」「
三
五
月
モ
チ
ヅ
キ
」「
耳ササ
言ヤク
」「
足ナヅ
沾サフ
」
な
ど
。
戯
書
と
は
、
、
、
、
、
こ
の
義
訓
字
を
仮
名
化
し
た
も
の
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
即
ち
義
訓
仮
名
と
呼
べ
る
よ
う
な
資
格
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
実
は
、
正
訓
字
と
義
訓
字
が
訓
の
安
定
度
・
一
般
性
に
つ
い
て
相
対
的
・
連
続
的
で
あ
る
よ
う
に
、
戯
書
は
、
、
、
、
熟
合
仮
、
、
、
名
を
介
し
て
訓
仮
名
一
般
と
連
続
的
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
な
の
で
あ
る
（
傍
点
、
引
者
）。
こ
の
説
明
は
、
義
訓
仮
名
・
戯
書
に
関
し
て
の
端
的
か
つ
明
快
な
説
明
で
あ
ろ
う
。
（
35
）
「
為
便
」
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
（
注
４
）
論
文
に
、
音
訓
を
交
用
す
る
有
意
味
の
仮
名
の
問
題
を
論
じ
た
。
（
36
）
橋
本
氏
（
注
６
）
論
文
に
、
次
の
よ
う
な
指
摘
が
あ
る
。「
正
訓
か
仮
名
か
の
別
が
明
確
で
な
い
こ
と
は
、
体
系
の
未
確
立
な
段
階
で
は
、
文
字
の
表
意
表
音
の
二
重
性
を
生
か
し
た
効
率
の
高
い
文
字
選
択
に
他
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。」
（
37
）
こ
の
よ
う
な
表
語
機
能
と
表
音
機
能
を
併
せ
も
っ
た
仮
名
の
こ
と
は
、
既
に
諸
氏
に
よ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
タ
ー
ム
の
も
と
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
井
手
至
氏
は
、「
表
意
兼
帯
表
音
性
仮
名
表
記
語
彙
」
と
規
定
す
る
（『
遊
文
録
国
語
史
篇
二
』「
第
一
章
仮
名
表
記
さ
れ
る
語
彙
四
表
意
兼
帯
仮
名
表
記
語
彙
」
和
泉
書
院1999
・1
、「
万
葉
集
変
体
漢
文
表
記
諸
巻
に
お
け
る
仮
名
書
き
語
彙
の
表
記
法
に
つ
い
て
」（『
澤
瀉
博
士
追
悼
国
語
国
文
論
集
』1969
・10
初
出
）。
早
く
高
木
市
之
助
氏
「
変
字
法
に
つ
い
て
」
（『
吉
野
の
鮎
―
記
紀
万
葉
雑
攷
―
』
岩
波
書
店1943
）
は
、「
変
字
法
」
の
一
つ
と
し
て
扱
い
、
ま
た
吉
沢
義
則
氏
「
万
葉
集
に
於
け
る
文
字
の
文
学
的
用
法
に
就
て
」
（『
国
語
国
文
』
三
巻
一
号1933
・1
）、
武
智
雅
一
氏
「
万
葉
集
に
見
え
る
連
想
的
用
字
」
（『
文
学
』
一
巻
八
号1933
・11
）、
大
野
透
氏
「
義
字
的
仮
名
に
就
て
―
万
葉
集
を
中
心
と
し
て
―
」（『
国
語
国
文
』
二
六
巻
九
号1957
・9
初
出
、
の
ち
『
万
葉
仮
名
の
研
究
』1962
）、
菊
沢
季
生
氏
「
万
葉
仮
名
の
薫
陶
法
を
め
ぐ
っ
て
」（『
岐
阜
女
子
大
学
紀
要
』
第
六
・
七
号1977
・1978
）
の
諸
論
の
よ
う
に
、
種
々
に
説
明
さ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
佐
佐
木
隆
氏
「『
万
葉
集
』
の
う
た
の
文
字
化
」（『
文
学
』
四
四
巻
五
号1976
・5
）、
同
氏
「『
万
葉
集
』
に
お
け
る
歌
意
と
文
字
と
の
交
渉
―
〈
後
者
相
宿
友
〉
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
国
語
学
』
一
一
一
号1977
・12
）、
同
氏
（
注
４
論
文
）
も
ま
た
、
仮
名
と
意
味
と
の
交
渉
を
説
く
。
ま
た
近
時
、
内
田
賢
徳
氏
（
注
４
論
文
）、
奥
田
俊
博
氏
「『
万
葉
集
』
の
仮
名
表
記
―
表
意
性
を
有
す
る
例
を
中
心
に
―
」（『
日
本
語
と
日
本
文
学
』
二
七
号1998
・8
）
に
も
義
訓
と
の
関
わ
り
か
ら
の
指
摘
が
あ
る
。
（
38
）
「
仮
名
書
き
」
例
に
は
、
正
訓
字
主
体
歌
巻
に
「
屋
取
（
④
五
四
六
笠
金
村
、
⑥
九
三
〇
笠
金
村
、
⑫
三
二
一
五
）」
と
あ
る
例
を
見
る
が
、
や
は
り
、
説
明
的
に
表
語
す
る
こ
と
で
そ
こ
に
解
釈
を
与
え
よ
う
と
す
る
、
書
き
手
の
意
図
が
仄
見
え
て
い
る
。
（
39
）
人
麻
呂
の
七
夕
歌
（
⑩
一
九
九
九
）
に
「
朱
羅
引
く
色
妙
子
」
と
あ
り
、
旧
訓
「
イ
ロ
タ
ヘ
ノ
」（
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
、
紀
州
本
ほ
か
）
と
あ
り
、
現
行
で
は
、
柿本人麻呂の音訓仮名交用表記
21
、
「
シ
キ
タ
ヘ
ノ
」（
仙
覚
青
訓
以
降
）
と
訓
む
諸
注
も
少
な
く
な
い
が
（
塙
本
ほ
か
）、
澤
瀉
久
孝
氏
「
人
麻
呂
集
の
歌
二
つ
」（『
万
葉
古
径
』
三
　
日
本
書
院1953
・4
）
が
、
「
ハ
ナ
グ
ハ
シ
」「
ナ
グ
ハ
シ
」
な
ど
と
同
じ
構
成
の
語
と
し
て
、「
イ
ロ
グ
ハ
シ
」
の
訓
み
を
提
言
し
た
こ
と
に
い
ま
従
う
。
（
40
）
佐
佐
木
氏
（
注
４
）
論
文
に
、「
丹
穂
」
の
表
記
に
つ
い
て
「
一
種
の
義
訓
」
で
あ
る
と
の
判
断
が
あ
る
。
ま
た
、
内
田
氏
（
注
４
）
論
文
も
同
様
、「
為
暮
」
を
「
一
種
の
義
訓
」
と
述
べ
る
。
（
41
）
拙
稿
「
人
麻
呂
の
擬
音
語
擬
態
語
の
表
記
試
論
―
『
さ
や
に
』『
と
を
を
に
』『
ぬ
え
と
り
』
―
」（『
日
本
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
紀
要
』
日
本
女
子
大
学
六
号
2000
・3
）
に
、
音
仮
名
表
記
が
主
の
擬
音
語
・
擬
態
語
の
表
記
を
扱
っ
た
の
は
、
そ
れ
が
訓
仮
名
表
記
さ
れ
る
と
き
に
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の
領
域
を
呼
び
込
む
の
か
を
、
考
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ
る
。「
音
」
を
「
音
」
と
し
て
記
す
の
で
な
く
、「
意
味
」
を
新
た
に
付
加
さ
せ
る
態
度
は
、
既
に
見
た
よ
う
な
、「
う
た
」
の
文
字
と
し
て
の
自
覚
に
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
る
。
（
42
）
川
端
氏
（
注
11
）
論
文
。
戯
書
の
定
義
に
つ
い
て
は
、（
注
34
）
参
照
の
こ
と
。
（
43
）
川
端
氏
（
注
11
）
論
文
。
（
44
）
「
こ
と
ば
」
の
安
定
と
い
う
こ
と
の
上
に
、
文
字
が
「
工
夫
」
さ
れ
、
ま
た
「
戯
れ
て
」
用
い
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
既
に
見
た
、
留
京
歌
の
地
名
表
記
に
も
言
え
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
前
節
に
掲
げ
た
、「
嗚あ
呼み
見の
乃う
浦ら
」「
釼
著
く
し
ろ
つ
く
―
手
節
乃
埼
た
ふ
し
の
さ
き
」「
五い
十
等
兒
乃
嶋
ら
ご
の
し
ま
」
な
ど
は
、
固
有
名
詞
（
地
名
）
を
意
匠
し
て
書
い
た
、
好
例
と
し
て
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
（
45
）
井
手
氏
（
注
22
）
論
文
。
物
名
歌
は
、『
古
今
集
』
以
後
の
歌
集
に
多
い
こ
と
を
指
摘
す
る
。
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